
平戸市役所も参加しています。�

サン・ケア通信　サン・ケア通信　�

平戸遺産～里田原遺跡出土遺物～平戸遺産～里田原遺跡出土遺物～�

伝建ＮＥＷＳ、おしえて年金伝建ＮＥＷＳ、おしえて年金�

平戸市の企業立地・雇用の場の確保の取り組み平戸市の企業立地・雇用の場の確保の取り組み�

平戸のみなさん、はじめまして！平戸のみなさん、はじめまして！�
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平成19年�

大交流時代への新たな航海！�
た　び　 だ　ち�た　び　 だ　ち�

今に続く伝統の舘浦須古踊�
～生月大魚籃観音前にて～～生月大魚籃観音前にて～�

今に続く伝統の舘浦須古踊�
～生月大魚籃観音前にて～�

大交流時代への新たな航海！�
た　び　 だ　ち�た　び　 だ　ち�

かな�

～海・しま・大地とひとが奏でる活気みなぎるまちづくり～�

古
紙
配
合
率
1
0
0
％
再
生
紙
、
�

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
�

　今年も各地の夏祭りを取
材しました。日ごろあまり
見ることのない人だかりに
圧倒されながらカメラを手
に。夏の風物詩でもある花
火の撮影中、「やっぱり地
元の花火大会が最高ばい！」
と帰省客の声が。各地で夏
祭りの存続が危ぶまれてい
ますが、この花火大会を楽
しみに帰省する人も少なく
ないはず。平戸市を離れた
人にとっても、ふるさとの
良さを実感する夏の一コマ
なのだと感じました。�
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［
編
集
・
発
行
］
 平
戸
市
企
画
課
　
〒
8
5
9
-5
1
9
2
 長
崎
県
平
戸
市
岩
の
上
町
1
5
0
8
番
地
3
�

■
T
E
L
／
0
9
5
0
-2
2
-4
1
1
1（
代
）  F
A
X
／
0
9
5
0
-2
2
-5
1
7
8
　
■
U
R
L
 http://w

w
w
.city
.hira
do.lg
.jp

■
E
-m
a
il  k
ik
a
k
u
@
c
ity
.hira
d
o
.lg
.jp
　
■
印
刷
／
有
限
会
社
ケ
ン
ホ
ク
プ
リ
ン
ト
�

◎今月の表紙�

◎人口の動き�

■平戸市人口／38,479人（－33）�

　男性／18,100人（－8）�

　女性／20,379人（－25）�

■世帯数　14,533戸（－6）�

※（ ）は、前月との比較�

平成19年８月1日現在�

　８月16日、生月地区の舘浦
一帯で須古踊が奉納・披露さ
れました。表紙は生月大魚籃
観音前での一コマ。踊りの行
列は、午前９時頃に舘浦潮見
地区を出発。生月大魚籃観音
のほか、比売神社や法善寺、
舘浦漁協、ながさき西海農協
山田支店などで踊りが奉納され、
一般の家々では無沙汰払いと
いう踊りが披露されました。�

　普段は車の中からしか見
ることがない風景も、自分
の足で歩いてみると、違っ
た景色に見えてきます。家
近所を歩いていると、小学
生や近所の人たちに、元気
良くあいさつされます。車
に乗ったままだとできない
コミュニケーションです。�
　いよいよ今月29日と30日
の2日間、ツーデーウォー
ク大会が開催されます。歩
くことが好きな人もそうで
ない人も、ぜひ、お気軽に
ご参加ください。�

フルート　�

　　砂由美子　　砂由美子�

オーボエ�

　花田　朋子　花田　朋子�

クラリネット�

　山田　芳美　　山田　芳美　�

ホルン�

　清水　万敬　清水　万敬�

ファゴット�

　種口　敬明　種口　敬明�
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9月23日（日）（日）　午後　午後6時30分開演分開演�

最教寺奥之院（岩（岩の上町）上町）�
◎入場料　一般　◎入場料　一般　1,000円（高校生以下無料）（高校生以下無料）�
◎主　催　長崎県、◎主　催　長崎県、長崎県文化団体協議会、長崎県文化団体協議会、平戸市文化協会平戸市文化協会�

9月23日（日）　午後6時30分開演�
最教寺奥之院（岩の上町）�
◎入場料　一般　1,000円（高校生以下無料）�
◎主　催　長崎県、長崎県文化団体協議会、平戸市文化協会�

長 崎 県 文 化 活 力長 崎 県 文 化 活 力 プ ロジ ェクト 　 な が さき 音 楽 祭音 楽 祭 2 0 0 7 �2 0 0 7 �

秋風のクインテット�
～ぬくもり奏 でる木 管 楽 器 たち～ �

長崎県を代表する管楽器奏者と福岡からのゲスト奏者が共長崎県を代表する管楽器奏者と福岡からのゲスト奏者が共演。演。�
管楽器で楽しむ音楽の玉手箱、平戸で初めての木管五重奏管楽器で楽しむ音楽の玉手箱、平戸で初めての木管五重奏のコンサートです。のコンサートです。�

長 崎 県 文 化 活 力 プ ロジ ェクト 　 な が さき 音 楽 祭 2 0 0 7 �

秋風のクインテット�
～ぬくもり奏 でる木 管 楽 器 たち～ �

◎主◎主なプログラム◎�
モーツァルト�
　「ディヴェルティメントより」�
ファルカシュ�
　「ハンガリーの古典舞曲」古典舞曲」�
ポルカ・セレクション�
　「ピチカートポルカ～�
　　　　　　     観光列車～観光列車～エジプト」�
山田　耕筰山田　耕筰�
　「赤「赤とんぼ」　ほか�

◎主なプログラム◎�
モーツァルト�
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長崎県を代表する管楽器奏者と福岡からのゲスト奏者が共演。�
管楽器で楽しむ音楽の玉手箱、平戸で初めての木管五重奏のコンサートです。�

お問い合わせ　文化振興課文化振興班　文化振興課文化振興班（1内線内線2632）�お問い合わせ　文化振興課文化振興班（　内線2632）�

市役所の組織が変わります市役所の組織が変わります �

「やらんば平戸」協働によるまちづくりを進めます �

地域医療の再生に向けて地域医療の再生に向けて �

観光人材育成プロジェクト観光人材育成プロジェクト �

イベントインフォメーションイベントインフォメーション �

若きアスリートたち若きアスリートたち �

後期高齢者医療制度がはじまります後期高齢者医療制度がはじまります�

まちのできごと　まちのできごと　�

まちのひとびと　まちのひとびと　�

みんなの図書館みんなの図書館�
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より効率的に、より便利に�

市民の声を反映した組織へ�
市役所の組織が変わります�

市
民
と
の
協
働
を
進
め
る
た
め
に�

地
域
協
働
推
進
室
（
企
画
課
）�

市
民
が
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
を�

提
供
す
る
た
め
に�

市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す�

雇
用
を
確
保
す
る
た
め
に�

企
業
立
地
対
策
室
（
観
光
商
工
課
）�

地
域
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に�

文
化
遺
産
課
（
名
称
変
更
）�

市
民
協
働
課
（
３
支
所
）�

（
総
務
企
画
課
・
市
民
生
活
課
の
統
合
）�

産
業
建
設
課
（
３
支
所
）�

（
産
業
振
興
課
・
建
設
課
の
統
合
）�

産
業
の
振
興
の
た
め
に�

農
林
課
・
水
産
課
・
観
光
商
工
課�

（
各
課
の
人
員
強
化
）�

子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
に�

子
育
て
支
援
班
（
福
祉
事
務
所
）�

納
税
者
・
受
益
者
の�

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に�

納
税
班
（
税
務
課
）�

滞
納
対
策
班
（
行
革
管
理
課
）�

����

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
低
迷

や
若
年
層
の
流
出
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、

そ
し
て「
三
位
一
体
の
改
革
」に
よ
る
地
方

交
付
税
の
減
少
な
ど
、
新
市
と
な
っ
て
な

お
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。�

　
特
に
「
雇
用
の
確
保
、
産
業
の
振
興
、

少
子
化
対
策
は
総
合
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
お
い
て
も
行
政
に
取
り
組
ん
で
欲
し

い
政
策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
課
題
を
早
期
解
決
す
る
た
め
に

現
在
の
組
織
機
構
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

新
し
く
推
進
室
、
ま
た
は
専
任
職
員
を
再

配
置
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
組
織
の
簡
素
化
を
目
的
と
し
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
直
接
影
響
の
な
い
支

所
内
部
業
務
は
本
庁
へ
集
約
し
ま
す
。
本

庁
に
業
務
を
集
約
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
支
所
の
窓
口
で
困
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
職
員
研
修
会
や
制
度

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
な
ど
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。�

����

　
新
総
合
計
画
お
よ
び
行
政
改
革
大
綱
に

お
い
て「
市
民
と
の
協
働
」が
、
本
市
の
重

要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
協
働
」

に
対
す
る
市
民
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
学
習
す
る
機
会
や
協
議
の
場
を

提
供
す
る
な
ど
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」を
推
進
し
ま
す
。�

����

　
長
崎
県
企
業
振
興
・
立
地
推
進
本
部
に

職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ
の
本
部
と

連
携
し
、
よ
り
積
極
的
な
企
業
誘
致
と
誘

致
企
業
の
人
材
確
保
を
支
援
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
地
場
企
業
へ
の
情
報
提
供
、
異

業
種
間
交
流
な
ど
の
新
た
な
事
業
展
開
を

支
援
し
、
地
元
雇
用
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。�

����

　
現
在
の
児
童
福
祉
班
に
子
育
て
支
援
に

関
す
る
総
合
窓
口
を
置
き
、
保
健
師
に
よ

る
育
児
相
談
や
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
地
域
全
体

で
子
育
て
家
庭
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。�

������
　
受
益
者
負
担
の
適
正
化
か
ら
、
市
税
や

税
外
収
入（
住
宅
使
用
料
な
ど
）に
対
す
る

悪
質
滞
納
者
や
高
額
滞
納
者
の
対
策
強
化

の
た
め
、
税
務
課
・
行
革
管
理
課
に
班
を

新
設
し
ま
す
。
特
に
約
束
を
守
ら
な
い
悪

質
滞
納
者
や
高
額
滞
納
者
に
対
し
て
厳
正

な
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。�

����

　
こ
れ
ま
で
本
庁
・
支
所
ご
と
に
振
興
策

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
業
務
や
人
員

を
本
庁
に
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
産
業
の
振
興
策
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
ま
た
技
術
指
導
の
た
め
の
専

門
員（
非
常
勤
）を
公
募
し
再
配
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
全
市
域
の
生
産
者
お
よ
び
協

同
組
合
に
対
す
る
普
及
指
導
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
課
の
横
断
的
な
組

織
を
設
置
し
て
、
農
林
水
産
業
と
観
光
・

商
工
業
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
特

産
品
開
発
や
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
化
の
確
立
と

収
益
増
加
の
た
め
の
調
査
研
究
を
行
い
ま

す
。�

�����������������

����

　
長
崎
の
教
会
群
（
田
平
・
宝
亀
教
会
）
が

世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
県
・
関
係
市
町
と
連
携
し
、
世
界
遺

産
登
録
の
た
め
の
準
備
や
周
知
・
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
教
会
群
と
自
然
環
境
や
景
観
に

合
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

���

　
地
域
協
議
会
の
事
務
局
業
務
や
地
域
に

お
け
る
活
動
団
体
の
育
成
支
援
業
務
を
主

と
し
て
、
新
た
に「
市
民
と
の
協
働
」の
専

任
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

と
と
も
に
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

組
織
へ
と
変
わ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
本
庁
に
出
向
か
な
く
て
も
従
来

ど
お
り
諸
手
続
き
が
で
き
ま
す
。�

���

　
区
域
内
に
お
け
る
施
設
管
理
や
施
設
設

備
の
修
繕
な
ど
の
業
務
を
主
と
し
て
、
内

部
業
務
は
本
庁
へ
集
約
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
本
庁
に
出
向
か
な
く
て
も
、
各

種
窓
口
や
相
談
業
務
な
ど
従
来
ど
お
り
、

諸
手
続
が
で
き
ま
す
。�

�

機
構
改
革
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ�

　
政
策
調
整
課
行
革
推
進
室�

　（
 
内
線
２
４
８
３
）�

平戸市役所（本庁）�

生月・田平・大島支所�

　新しい市役所の組織�
�

　この組織図は、10月の組織再編によって、新しく課・室・班を設置したものや名称を変更した課の配置
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ー
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ー
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度
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し
、
行
政
だ
け
で
は
ま
ち
づ
く
り
が
困

化
し
、
行
政
だ
け
で
は
ま
ち
づ
く
り
が
困

難
と
な
る
中
、
市
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が
主
体
的
に
行
政
運

難
と
な
る
中
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市
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的
に
行
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運

営
に
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す
る
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に
よ
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、
地
域
課
題
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度
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運
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題
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い
く
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と
し
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た
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す
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の
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ら
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族
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隣
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あ
る
い
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コ
ミ
ュ
ニ
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関
わ
る
こ
と
で
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の
課
題
を
解
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て
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た
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今
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希
薄
化
し
、

社
会
全
体
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
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ら
れ
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
例
外
で
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な
く
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
に
と
も

な
い
、
産
業
・
教
育
・
福
祉
・
環
境
な
ど

多
種
多
様
な
課
題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、「
市
民
自
ら
が
考
え
」、

行
政
運
営
に
積
極
的
に
参
画
す
る
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
ず
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特
徴
あ
る
い
は

風
土
や
資
源
を
見
直
し
、
大
切
に
す
る
取

り
組
み
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
が
地
域
を
元

気
に
し
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
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協
働
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
あ
り

ま
す
が
、
本
市
が
目
指
す
協
働
と
は
「
市

民
と
行
政
が
対
等
・
平
等
な
立
場
で
、
お

互
い
を
理
解
し
尊
重
し
あ
い
な
が
ら
協
力

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
」こ
と

で
す
。
協
働
に
は
６
つ
の
原
則
が
存
在
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
で
も
こ

の
原
則
に
沿
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。�

�

①
対
等
の
原
則
　
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市

が
対
等
の
立
場
で
取
り
組
み
ま
す
。
単
に

経
費
低
減
の
面
か
ら
の
協
働
で
は
な
く
、

ひ
と
つ
の
目
的
の
た
め
に
市
民
の
み
な
さ

ん
と
市
が
互
い
に
主
体
的
に
活
動
に
取
り

組
み
、
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
自

覚
と
責
任
を
持
っ
て
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
で
す
。�

�

②
自
立
の
原
則
　
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市

が
共
通
の
目
的
に
向
か
い
、
自
立
し
て
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。�

�

③
相
互
理
解
の
原
則
　
行
政
は
、
公
平
性
・

平
等
性
を
原
則
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
原
則
に
捉
わ
れ
ず
、
細
や
か

な
ニ
ー
ズ
へ
の
個
別
の
対
応
が
可
能
で
あ

り
、
仕
事
の
進
め
方
な
ど
に
大
き
な
違
い

が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
お
互
い
の
特

性
の
違
い
を
理
解
し
合
う
こ
と
で
す
。�

�

④
共
有
の
原
則
　
協
働
で
事
業
を
実
施
す

る
場
合
の
条
件
と
し
て
「
最
終
的
な
目
的

が
共
通
し
た
社
会
的
目
的（
公
共
的
目
的
）」

が
あ
り
、
そ
の
実
施
過
程
や
手
段
、
担
当

す
る
役
割
を
協
働
す
る
双
方
が
明
確
に
し
、

お
互
い
の
特
性
の
違
い
を
認
識
し
て
事
業

を
行
う
こ
と
で
す
。�

�

⑤
公
開
の
原
則
　
行
政
か
ら
の
情
報
提
供

や
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働
事
業
の
公

表
な
ど
、
協
働
の
き
っ
か
け
と
な
る
情
報

公
開
を
行
い
、
透
明
性
を
持
っ
て
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
で
す
。�

�

⑥
評
価
の
原
則
　
行
政
と
市
民
の
み
な
さ

ん
と
で
取
り
組
ん
だ
協
働
事
業
に
つ
い
て

は
、
一
定
期
間
ご
と
に
実
施
事
業
の
評
価

（
ふ
り
か
え
り
）作
業
を
行
う
こ
と
が
原
則

で
す
。
事
業
評
価
を
行
う
こ
と
で
、
事
業

の
プ
ラ
ス
・
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や
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行
程
な

ど
が
協
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さ
れ
、
事
業
を
継
続
す
る
必
要

性
な
ど
が
明
確
に
な
り
ま
す
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よ
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ま
ち
づ
く
り
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民
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み
な
さ
ん
が
行
政
運
営
に
関
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を
持
ち
、

積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と
で
市
民
満
足
度

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
で
す
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は
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を
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み
な
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ん
へ
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つ
け
る
も
の
で
は
あ
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ま

せ
ん
。
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づ
く
り
の
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役
で
あ
る
市
民
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み
な
さ
ん
が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
、
地

域
を
支
え
て
い
た
だ
く
原
動
力
と
な
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
す
。�

　
今
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
身
近
な
こ
と

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
協
働
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
例
を
あ
げ
て
み
ま
す
。�
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ぱ
い
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る
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路
の
維
持
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活
動
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空
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・
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青
少
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の
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成
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み
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せ
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ど
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祉
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ラ
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テ
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ア
（
音
読
、
介
助
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
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協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
必
要
な
こ
と
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
地
域
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

の
担
い
手
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、

主
体
的
な
地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
で
す
。
市
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

る
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
活
動
を
支
援
す

る
仕
組
み
づ
く
り
も
整
備
し
て
い
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
市
内
の
多
種
多
様
な
目
的
を
持

っ
た
団
体
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

積
極
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
市
民
力
を
結

集
し
て
い
き
ま
す
。�

▼
協
働
の
多
様
な
手
法�

①
委
託
型
…
行
政
が
市
民
団
体
へ
事
業
を

　
委
託
す
る
形
態�

②
共
催
型
…
市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
と

　
で
構
成
さ
れ
た
実
行
委
員
会
や
協
議
会

　
な
ど
が
主
催
と
な
る
形
態�

③
補
助
型
…
公
益
性
が
高
い
市
民
団
体
な

　
ど
が
実
施
す
る
事
業
へ
補
助
金
を
交
付

　
す
る
場
合�

④
後
援
型
…
行
政
が
後
援
名
義
の
使
用
を

　
認
め
る
場
合�

⑤
協
力
型
…
市
民
の
み
な
さ
ん
、
あ
る
い

　
は
行
政
か
ら
提
案
さ
れ
る
事
業
を
協
力

　
し
て
行
う
こ
と�
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市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
対
話
し
な

が
ら
、
ど
ん
な
ま
ち
づ
く
り
が
い
い
の
か

協
働
で
進
め
て
い
き
ま
す
。
平
成
19
年
10

月
か
ら
は
、
新
た
に
地
域
協
働
推
進
室
も

設
置
さ
れ
全
庁
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。�

▼
主
な
内
容�

①
指
針
な
ど
の
策
定
…
協
働
に
よ
る
ま
ち

　
づ
く
り
指
針
な
ど
の
策
定
を
行
い
ま
す
。�

②
庁
内
体
制
の
整
備
…
市
長
を
本
部
長
と

　
し
た
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
を
設

　
置
し
ま
す
。�

③
啓
発
活
動
…
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
学

　
習
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。�

④
地
域
と
の
連
携
…
地
域
の
声
を
反
映
さ

　
せ
る
べ
く
、
市
民
の
み
な
さ
ん
を
対
象

　
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
会
議
な
ど
を
組
織

　
し
て
い
き
ま
す
。�

⑤
そ
の
他
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

　
体
の
育
成
や
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

　
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。�

�

協
働
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ�

　
企
画
課
地
域
振
興
班�

　
（
 
内
線
２
３
３
３
）�

協
働
っ
て
必
要
な
こ
と
な
の
？�

協
働
の
原
則�

協
働
は
、こ
れ
か
ら
の�

　
　
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力�

今
後
ど
う
や
っ
て
進
め
る
の
？�

協
働
と
は
、
今
も�

　
市
民
の
み
な
さ
ん
が�

　
　
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す�

　　協働の領域�

　 Ｂ 　 �
市民主導の活動

で行政の協力が

必要となる活動�

　 Ａ 　 �
市民が自主的・

自発的に行動す

る領域　　　　�

　 Ｃ 　 �
市民と行政が連

携・協力して事

業遂行する領域�

　 Ｄ 　 �
行政主導での活

動で市民参加を

求める領域　　�

　 Ｅ 　 �
行政が自らの責

任で処理してい

く領域　　　　�

③補助型�

④後援型�

⑤協力型�

市民活動団体な

どの主催事業　�

②共催型�

⑤協力型�

①委託型�

⑤協力型�

許認可、課税、�

指導・監督�

自治会活動�

（清掃作業・防犯

活動）など�

ボランティア活動、

地域づくり活動

など　　　　　�

青少年日蘭交流
事業（少年サッカ
ー）、福祉健康ま
つりなど　　�

審議会への参画、

アンケート調査

など　　　　　�

法廷事務など�
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病
気
を
し
た
と
き
、
身
近
に
か
か
れ
る

医
療
機
関
が
あ
る
こ
と
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
共
通
の
願
い
で
す
。�

　
し
か
し
、
全
国
的
に
市
町
村
が
経
営
す

る
自
治
体
病
院
の
経
営
は
厳
し
く
な
り
、

こ
の
と
こ
ろ
、
病
院
改
革
に
つ
い
て
の
話

題
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ
で

盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。�

　
近
年
、
医
療
制
度
の
改
革
や
診
療
報
酬

の
改
定
な
ど
に
よ
り
、
病
院
経
営
は
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
、
全
国
に
約
１
千
あ
る

自
治
体
病
院
の
う
ち
、
そ
の
大
半
は
赤
字

経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
多
く
の
自
治
体
病
院
で
経
営
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
病
院
の
経
営
手
法
の

見
直
し
や
病
院
の
縮
小
、
あ
る
い
は
民
営

化
や
再
編
統
合
と
い
っ
た
動
き
が
全
国
的

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の
公
立
病
院

も
例
外
で
は
な
く
、
こ
の
と
こ
ろ
経
営
の

あ
り
方
を
見
直
す
自
治
体
が
増
え
て
い
ま

す
。�

��������������

　
平
戸
市
に
は
、
平
戸
島
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
す
る
国
民
健
康
保
険
平
戸
市
民
病
院

と
、
生
月
島
全
域
を
診
療
圏
域
と
す
る
平

戸
市
立
生
月
病
院
の
２
つ
の
市
立
病
院
を

開
設
し
て
い
ま
す
。�

　
２
つ
の
市
立
病
院
は
、
長
い
間
、
当
地

域
で
入
院
施
設
を
も
つ
唯
一
の
病
院
と
し

て
、
地
域
住
民
の
医
療
を
支
え
る
一
方
、

在
宅
ケ
ア
や
住
民
健
診
、
健
康
教
育
な
ど

予
防
保
健
の
分
野
で
も
、
こ
れ
ま
で
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
少
子
高
齢
化

を
展
望
し
た
国
の
医
療
制
度
改
革
や
診
療

報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
な
ど
に
よ
り
、
左

表「
年
度
別
決
算
状
況
」の
と
お
り
、
平
戸

市
民
病
院
で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
、
生

月
病
院
で
も
平
成
16
年
度
か
ら
純
損
失(

赤

字)

を
出
す
な
ど
、
こ
こ
数
年
厳
し
い
経

営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

ま
す
ま
す
厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
る
２
つ
の

市
立
病
院
を
、
今
後
ど
う
維
持
し
て
い
く�

�����������

の
か
、
今
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
、
市
で
は
、
両

病
院
の
経
営
手
法
の
見
直
し
な
ど
を
検
討

し
て
お
り
、
こ
の
た
び
、
市
長
の
諮
問
機

関
と
し
て
、
有
識
者
６
名
で
構
成
す
る「
平

戸
市
立
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会
」を
設

置
し
ま
し
た
。�

　
去
る
７
月
26
日
に
は
、
第
１
回
の
検
討

委
員
会
を
市
役
所
で
開
催
し
、
市
立
病
院

の
経
営
の
現
状
や
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
委

員
か
ら
は
、
「
医
師
派
遣
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
」「
経
常
収
支
の
赤
字
の

原
因
は
何
か
」「
一
般
会
計
繰
入
金
と
交
付

税
の
関
係
に
つ
い
て
」「
人
件
費
の
見
直
し

は
行
う
の
か
」
な
ど
、
両
病
院
の
経
営
に

つ
い
て
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
委
員
会
は
、
来
年
２
月
ま
で
、
病
院
視

察
や
病
院
職
員
と
の
意
見
交
換
を
含
め
、

６
回
の
会
合
を
予
定
し
て
お
り
、
来
年
３

月
に
検
討
委
員
会
の
答
申
が
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

��������������������������������

��

　
医
療
保
険
制
度
改
革
に
伴
い
、
平
成
14

年
度
か
ら
診
療
報
酬
の
減
額
改
定
が
２
年

ご
と
に
（
14
年
度
△
２
・
７
％
、
16
年
度

△
１
・
０
％
、
18
年
度
△
３
・
16
％
）
行

わ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
し
て
、
療
養
病
床
の
将
来
の
再
編
を

視
野
に
入
れ
た
施
設
基
準
の
見
直
し
、
さ

ら
に
は
、
医
療
圏
域
の
人
口
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
平
戸
市
民
病
院
で
は
平
成
15
年

度
か
ら
、
生
月
病
院
で
は
平
成
16
年
度
か

ら
毎
年
純
損
失
を
生
じ
て
い
ま
す
。�

����������������������

�����������������������������������

��

　
外
来
患
者
数
に
つ
い
て
は
、
医
療
圏
域

の
人
口
の
減
少
や
服
薬
処
方
期
間
の
延
長
、

さ
ら
に
、
医
師
不
足
な
ど
に
よ
り
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
と
く
に
、
平
戸
市

民
病
院
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
常
勤
の

整
形
外
科
医
師
が
不
在
と
な
っ
た
た
め
、

１
日
当
た
り
の
平
均
外
来
数
が
、
前
年
度

に
比
べ
39
・
９
人
の
大
幅
な
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

　
入
院
患
者
数
に
つ
い
て
は
、
平
戸
市
民

病
院
、
生
月
病
院
と
も
に
病
床
利
用
率
は

90
％
を
超
え
て
推
移
し
て
い
ま
す
。�

※
今
年
４
月
か
ら
平
戸
市
民
病
院
に
常
勤

　
の
整
形
外
科
医
師
が
赴
任
し
て
い
ま
す
。�

����

��

　
10
月
に
は
、
市
立
病
院
に
総
務
省
の
地

方
公
営
企
業
等
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
が
決
定
し
て
お
り
、
経
営
効
率
化
の
観

点
か
ら
、
経
営
計
画
、
財
務
会
計
、
組
織

管
理
な
ど
に
関
す
る
テ
ー
マ
や
事
業
の
新

展
開
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
な
ど
、

経
営
全
般
に
つ
い
て
の
経
営
診
断
を
い
た

だ
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
今
回
の
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

指
導
助
言
の
結
果
に
つ
い
て
も
、
病
院
あ

り
方
検
討
委
員
会
に
報
告
、
こ
れ
ら
を
含

め
て
、
委
員
会
で
の
審
議
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

���

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
幅
広
い
ご
意

見
を
検
討
委
員
会
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

２
千
人
の
市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
７
０
０
名
を
超

え
る
み
な
さ
ん
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。�

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、

「
広
報
ひ
ら
ど
10
月
号
」で
詳
し
く
ご
紹
介

し
ま
す
。�

�

お
問
い
合
わ
せ�

　
政
策
調
整
課
行
革
推
進
班�

　（
　
内
線
２
４
８
２
）�

H14 H15 H16 H17 H18

1,419�

69�

15�

1,503�

1,380�

111�

0�

1,491�

12

1,363�

70�

0�

1,433�

1,361�

111�

0�

1,472�

△39

1,337�

95�

0�

1,432�

1,402�

129�

3�

1,534�

△102

1,328�

77�

0�

1,405�

1,411�

105�

0�

1,516�

△111

1,286�

71�

0�

1,357�

1,389�

103�

1�

1,493�

△136

平戸市民病院�

H14 H15 H16 H17 H18

H14 H15 H16 H17 H18

650�

142�

0�

792�

765�

41�

2�

808�

△16

689�

123�

0�

812�

768�

38�

2�

808�

4

682�

113�

0�

795�

801�

37�

2�

840�

△45

673�

102�

0�

775�

769�

30�

2�

801�

△26

660�

87�

0�

747�

745�

26�

0�

771�

△24

生月病院� 単位：百万円�単位：百万円�

H14 H15 H16 H17 H18

1日平均外来数�

病床利用率�

1日平均入院数�

339.5�

99.7�

109.7

328.6�

97.7�

107.5

326.7�

95.1�

104.6

286.8�

96.0�

105.6

270.9�

98.4�

108.2

1日平均外来数�

病床利用率�

1日平均入院数�

170.9�

92.2�

55.3

163.7�

87.6�

52.6

163.0�

92.2�

55.3

149.0�

91.7�

55.0

133.3�

91.3�

54.8

平戸市立病院あり方検討委員会委員名簿�

所　属・役　職　名� 摘       要�
�

氏　　名�選出区分�

志水　準治�

下川　雅通�

調　　　漸�

後藤　　尚�

八坂　貴宏�

柿添　圭嗣�

生月町地域協議会会長�

平戸市地域審議会会長�

長崎大学医学部教授�

長崎大学医学部・歯学部附属病院へ�

き地病院再生支援・教育機構長�

長崎県県北保健所長�

平戸市医師会長�

長崎県離島医療圏組合上五島病院長�

委　 　員�

委　　 員�

委 員 長�

委　　員�

委　　員�

委員長職務代理者�

住民代表�

�

学識経験者�

�

医療関係者�

�

年度別損益状況�

-150

-100

-50

0

50

16年度� 17年度� 18年度�

平戸市民病院� 生月病院�

15年度�

単位：百万円�

年度別入院・外来の状況�
平戸市民病院�

生月病院�

年
度
別
の
決
算
状
況�

年
度
別
外
来
・
入
院
の
状
況�
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣�

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力�

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た�

医 業 収 益 �

医業外収益�

特 別 利 益 �

　 計 　 �

医 業 費 用 �

医業外費用�

特 別 損 失 �

　　計　　�

純 損 益 �

医 業 収 益 �

医業外収益�

特 別 利 益 �

　 計 　 �

医 業 費 用 �

医業外費用�

特 別 損 失 �

　　計　　�

純 損 益 �

全
国
的
な
病
院
改
革
の
動
き�

公
立
病
院
の
多
く
が
経
営
難�

地
域
医
療
を
ど
う
守
っ
て
い
く
の
か�

平
戸
市
立
病
院
あ
り
方�

　
　
　
検
討
委
員
会
を
設
置�

厳
し
く
な
る
病
院
経
営�

「
地
域
医
療
の
再
生
に
向
け
て
」�

14年度�
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　この事業では、「①特産品開発」、「②食・地産地消」、「③もてなし」、「④体験型観光」、の４つの分野における

人材育成の講座や個別指導が予定されており、地域観光産業の活性化および販路拡大などによる既存企業の事業

拡大、新規起業、求職者の雇用、観光関連の地域産業の再生による雇用の創出を目指しています。�

　また、本年度は「食」をメインテーマとして地元食材（スローフード）を利用したワークショップをとおしながら、

地元食材に対する意識の向上や積極的な利用といった地産地消を推進し、それによるさまざまな立場の観点から

地域活性化を図ります。各講座や個別相談指導、「食」のワークショップの講師陣には、全国的に活躍されている

食環境ジャーナリストで、スローフードの重要性を提言されている金丸弘美氏のほか、「ゆず」で地域おこしを成

功させた高知県馬路村の観光カリスマ東谷望史氏など、九州や全国で活躍する講師をお招きする予定です。ぜひ

この機会を生かしてビジネスチャンスを広げてみませんか？�

　地域の素材を生かした新たな魅力ある特産品を創出できる人材の育成を目的とした研修を、基礎編と実践編の

２部構成で行います。基礎編では、各分野での基礎的な新商品開発から販路拡大までのノウハウを学ぶ講座を行

います。実践編では、基礎編を終了し、具体的な企画立案をもつ人を対象とし、商品化や実用段階における具体

的、個別課題を解決するために、商品デザイン、宣伝、加工技術や販売など、各分野の専門家による個別相談指

導を行います。�

目玉商品・新みやげ品開発人材育成コース【特産品開発】�

平戸・松浦地区�
人材育成プロジェクト�観光�

�

平戸市・松浦市、商工会議所、商工会、観光協会などで構成する協議会では、平成18年度から平成20年

度までの３年にわたって「観光人材育成事業」を国（所管：厚生労働省）の採択を受け実施しています。�

観光産業を核に、地域の活性化と雇用の創出を目指します！�

新郷土料理・地産地消推進人材コース【食・地産地消】�

　地域の素材を生かした新たな魅力ある名物料理の開発、スローフードレストラン（地のものにこだわった農家・

漁師レストラン）や地場産品直売所などを立ち上げることを想定した人材育成を行います。地域の食材にスポッ

トを当てた新たな料理開発や地域ブランドづくり、商品開発ワークショップや実際の試作品づくりに取り組みま

す。カリキュラムの後半には、新商品の商品化に向けた具体的・最終的な相談などを個別に行います。�

　サービス業の人や地域市民のおもてなし講座として、一度訪れたお客様をリピーターに変える「おもてなしの心」

のノウハウを学ぶ講座や実際に観光コースをめぐりながら現地でのガイドを学ぶ実践講座を行います。�

※詳細が決まり次第、随時お知らせします。�

おもてなし人材育成コース【もてなし】�

食のワークショップ－平戸食材の劇場－【初企画】�
　地元の景観を生かし、地元素材にスポットをあてたワークショップを９月から３月まで計６回行います。�

第１回は下記のとおりです。�

　○と　き　　９月19日（水）　午前11時30分～午後１時30分�

　○ところ　　福田酒造（平戸市志々伎町1475番地）�

　○参加費　　3,500円�

　○定　員　　30人限定【先着順として、定員になり次第締め切らせていただきます】�

　○講　師　　食環境ジャーナリスト　金丸　弘美氏�

　○概　要　　平戸市南部、自然豊かな志々伎漁港で、その日の朝水揚された新鮮な魚と、元禄元年創業、�

伝統的製造法を守り続ける福田酒造のお酒を、プロの料理人がイタリアンコース風にオシャレに仕立てま

す。豊かな景観とそこで汗を流す生産者、プロの料理人たちがあなたをお待ちしています。�

※ワークショップとは、参加者のみなさんが講師の助言を得ながら自主的に行なう活動方式です。詳しく

　は、当協議会のホームページでご確認ください。�

■お問い合わせ�

平戸・松浦地区観光人材育成協議会事務局（観光商工課内）　内線2276�

E-Mail　kankou_jinzai@city.hirado.lg.jp�

URL　http://www.city.hirado.nagasaki.jp/jinzai/�

※参加を希望する人は、事前に申込みが必要です。応募多数の場合、参加できない場合がありますのであらかじ

　めご了承ください。�

※この事業の講座日程については、1か月分を毎月お知らせする予定にしていますので、随時お申込みください。�

商品開発�

企画立案�

共通講座�

パッケージ�

デザイン�

マーケティング�

９月４日（火）�

　　10：00～12：00　�

10月５日（金）�

　　14：00～16：00　�

10月19日（金）�

　　14：00～16：00　�

11月１日（木）�

　　14：00～16：00　�

11月27日（火）�

　　10：00～12：00　�

�

たびら活性化施設�

（研修室１・２）�

たびら活性化施設�

（研修室１・２）�

たびら活性化施設�

（研修室１・２）�

たびら活性化施設�

（研修室１・２）�

平戸文化センター�

（会議室C）�

�

�

「市場開拓から始まった地域づくり！」�

　講師：東谷　望史 氏（馬路村農業協同組合　代表理事組合長）�

「事業と運動の一体化で地域を動かし、人の心をつかむ！」�

　講師：吉田　修 氏（伊賀の里モクモク手作りファーム　専務）�

「デザインが伝えるメッセージ！」�

　講師：西田　建一 氏（デザイン事務所アットマーツ　主催）�

「マーケティングの基礎がわかればガンガンいける！�

～商売繁盛のためのマーケティング総合講座～」�

　講師：村上　隆英 氏（株式会社ジーコム　代表取締役）�

「今、九州ではコレが売れている！～売れ筋・人気のワケを探る～」�

　講師：金子美代子 氏（有限会社Ｍ＆Ｍ　代表取締役）�

1

2

3

4

5

回� と　き� ところ� 概　　　　要�

9月7日（金）�

　14：00～16：00　�

11月6日（火）�

　14：00～16：00　�

11月30日（金）�

　14：00～16：00　�

�

たびら活性化施設�

（研修室１・２）�

たびら活性化施設�

（研修室１・２）�

たびら活性化施設�

（研修室１・２）�

�

「ないものねだりはしない！あるもので！」�

　講師：奥本　馨 氏（（株）グラノ24Ｋ　ぶどうの樹広報課課長）�

「地域一丸となって、食の魅力を高めルールづくり・体制づくり」�

　講師：小林　正勝 氏（宗像市観光協会　事務局長）�

「地域ブランドをどのようにすれば　全国・世界ブランドに格上げできるか！？」�

　講師：小林憲一郎 氏（流通経済大学大学院　教授）�

と　き�回�

1

2

3

ところ� 概　　　　　要�

情報発信ＰＲ�
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「田助ハイヤ節市民総踊り」�
　　　　　　　　　　　参加チーム募集！�

　今年も祭り期間中、田助ハイヤ節市民総踊りが

行われます。田助ハイヤ節の市民総踊りは、平戸

くんちに日程を合わせており、10月25日(木)午後

７時から商店街通り(崎方町～魚の棚町)で開催さ

れます。参加されるチームは、お早めに観光商工

課までご連絡ください。たくさんのご参加をお待

ちしております。�

※お皿は各チームでご用意していただきます。�

　四ツ竹は、観光商工課で貸し出します。�

　平戸は海外交易の窓口として栄え、今も西洋の面

影が残るエキゾチックな城下町として知られており、

「平戸くんち」「平戸ジャンガラ」「田助ハイヤ節」などの日

本独特の文化も市内各地域で脈々と保存・継承され

ています。�

　代々受け継がれてきた平戸の文化遺産、伝統行事

を未来へ受け継ぎながら、新たな平戸の観光資源と

して生かそうと始められたのが、この「平戸城下歌仙

灯籠まつり」です。�

　この祭りでは、平戸の文化遺産である「平戸神楽」「平

戸くんち」にスポットをあて、さまざまな催しを行う予

定です。平戸神楽の奉納をはじめ、町屋でのおくん

ち料理の振る舞い、町屋体験、田助ハイヤ節の道行

き踊りなど、平戸の魅力を存分に楽しめるイベント

が満載です。�

　また、街はまん幕やしめ縄で飾り付けられ、おく

んち一色になります。夜は俳句などが書かれた歌仙

灯籠が並べられ、夜の町歩きが楽しめます。�

　10月19・20日は亀岡公園、24日は松浦史料博物館

で特別に夜神楽を見ることができるので、ぜひお見

逃しなく！�

○ところ　商店街通り(崎方町～魚の棚町)�

お問い合わせ�

　観光商工課観光班(　内線2273) 

　川内峠で、県内でも数箇所でしか確認されてい

ないタイワンツバメシジミや、周辺に生息する昆

虫の観察を行います。�

○ところ　川内峠（大野町）�

○募　集　先着30人�

○集合場所　川内峠インフォメーションセンター

　　　　　　駐車場�

○参加費　無料�

○講　師　池崎　善博氏�

　　　　　（長崎女子短期大学教授）�

○スケジュール　午後０時30分　受付開始�

　　　　　　　　午後１時　　　自然観察会�

　　　　　　　　午後３時　　　終了�

　　　　　　　　※雨天の場合は中止�

申込み・お問い合わせ�

　観光商工課観光班（　内線2273）�

【申込期限】　９月７日(金)�

　※これ以降も受け付けますが、大会誌などに名前

　　が掲載されない場合があります。�

【申込方法】　パンフレットにある申込書に必要事項

　をご記入の上、郵便局でお振込みください。（パ �

　ンフレットは、各支所、教育委員会分室、公民館

　にあります。）�

◎市民のみなさんへ◎�

　大会には市外からも多くの人が参加されます。参

　加者には親しみを込めて、励ましの声をかけまし

　ょう。また、大会はほとんどのコースが一般道路

　を使用します。大会当日はご迷惑をおかけします

　が、ご理解とご協力お願いします。�

申込み・お問い合わせ�

　ひらどツーデーウォーク大会実行委員会事務局�

　（生涯学習課内）　内線2624

自然観察会�
タイワンツバメシジミ（チョウ）を探しに行こう！�

９月24日（月）午後１時～�

第３回�
平戸城下歌仙灯籠まつり�
10月19日（金）～30日（火）�

西海国立公園の大パノラマを見るコース�
９月29日（土）／会場 生月町開発総合センター�
教会群とオランダ商館をめぐるコース�
９月30日（日）／会場 平戸文化センター�

平戸大橋架橋30周年記念�

ひらどツーデーウォーク２００７�

イベント情報�

イベント情報�

参加者大募集�
締切間近！�
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交 
付�

納 

付�

　老人医療費を中心に国民医療費が増大する中、現役世代と高齢者世代の負担を明確化し、公平でわかりやすい

制度とするため、法改正が行われました。75歳以上の高齢者を対象として、国民健康保険や被用者保険（社会保

険など）の資格を喪失し、現在の老人医療制度に代わる「後期高齢者医療制度」の被保険者となります。�

○後期高齢者医療制度が始まるのは、平成20年４月

　からです。 �

○75歳以上の人は、原則として、後期高齢者医療制

　度の被保険者となります。なお、一定の障害がある

　65歳以上の人で、所定の申請を行った人も被保険

　者となります。�

○老人医療受給者証をお持ちの人は、制度開始の際、

　手続きは必要ありません。�

○各種申請などの受付事務は市役所で行い、制度の運

　営を長崎県後期高齢者医療広域連合が行います。�

○これまでの老人保健制度と同様の給付が受けられま

　す。�

○医療機関での自己負担は、現在の老人保健で医療を

　受けるときと同じ、原則１割負担です。ただし、一 �

　定以上の所得の人は３割負担となります。�

制 度 の 概 要 を お 知 ら せし ま す� 保 険 料 は ど う 変 わ る の ？�

制 度 運 営 の 仕 組 み�

○保険料は、被保険者全員が納めます。国民健康保険

　などの保険料・税を納めていた人は、原則として、

　これらに代わり後期高齢者医療制度の保険料を納付

　することになります。政府管掌健康保険などの被扶

　養者で保険料を負担していなかった人は、納付する

　保険料について、２年間の軽減措置が設けられます。�

○県内では、保険料率は原則として均一です。�

　※保険料率は決まり次第お知らせします。�

○保険料の納め方は、年額18万円以上の年金を受け

　取っている人の保険料は原則、年金から天引きとな

　ります。それ以外の人は、口座振替や納付書により

　市町に納めます。　�

お問い合わせ�

　保険福祉課国保年金班（　内線2589）�

　長崎県後期高齢者医療広域連合（　095-816-3930）�

～ 老 人 保 健 制 度で医 療を受けているみなさんへ～ �

後期高齢者医療制度が始まります�

国：県：市＝4：1：1�
公費（約50％）�

被保険者の保険料�
（約10％）�

後期高齢者支援金�
（約40％）�

国民健康保険・�
社会保険など�

社会保険診療�
報酬支払基金�

※具体的な内容については、今後お知らせします。�

　 

（
税
）�

保
険
料�

納 

付�

（
９
割
ま
た
は
７
割
）�

医
療
給
付
費
な
ど
の
支
給�

�

年
金
天
引
き�

口
座
振
替
・
納
付
書
払�

一部負担金一部負担金�
（１割または３割１割または３割）�
一部負担金�
（１割または３割）�

医療給付医療給付�医療給付�

7 5 歳 以 上 の 人  

医療機関など�

74歳以下の人�

市       町�

長崎県後期高齢者医療広域連合�

全国中学生空手道選手権大会� 全国高等学校空手道選手権大会�

全国少年少女�
　　　空手道選手権大会� わ ん ぱ く 相 撲 全 国 大 会 �

石田　英子　内山　果奈　田島　沙記　田島亜梨沙　白石莉沙希�

生月中学校　団体：３回戦敗退� 猶興館高校　団体：２回戦敗退�

田島　可菜� 増山　誉� 市山　哲朗�

生月小学校　個人：３回戦敗退� 紐差小学校　個人：３回戦敗退�生月小学校　個人：２回戦敗退�

　全国中総体、全国高総体ほか、各種全国大会がこの夏開催され、平戸の若きアスリートたちが県代表とし

て出場し、健闘しました。ここでは、全国大会に出場した選手と成績を紹介します。�

全国大会に出場した�
平戸の若きアスリートたち�

北原　俊樹　川　　智仁　橋口　和敬　辻　拓也�
浦田　将弘　中山　裕章　江口　剛司�
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　８月12日から18日までの１週間、カトリッ
ク田平教会信徒会館で「2007世界の昆虫展in瀬
戸山」が開催されました。会場には烏山神父所
蔵の、世界的にもほとんど見ることができない
幻の蝶「オウゴンテングアゲハ」や「オオキバウ
スバカミキリ」、世界最大のカブトムシ、「ヘラ
クレスオオカブト」などの標本が並んでいました。�
　夏休み期間中とあって、会場にはたくさんの
家族連れが訪れ、ずらりと並んだ世界中の昆虫
に驚きの声をあげていました。�

世界の昆虫大集合！�
�

　８月９日、元触地域交流センター横の畑で、
生ゴミリサイクルのための土作り作業が「食生会」
のメンバー20人で行われました。食生会は、
昨年行われた第２回まちづくり大会をきっかけ
に本年６月に結成。メンバーのほとんどが農業
未経験者で、生ゴミリサイクル土作りや食育活
動を中心に活動を行っています。　　�
　９月には秋野菜の苗植えを、11月には収穫
祭を行う予定。元気いっぱいの無農薬野菜の栽
培方法をたくさんの人達に伝えていきたいと汗
を流しながら畑を耕しました。�

元気いっぱいの無農薬野菜を作ります�

　8月10日、「MRで行くワイワイがやがや列車
の旅」が、開催されました。これは、MRの永続
的運営を支援する目的で発足、運営している田
平町松浦鉄道協力会が毎年開催しており、今年
も102人の応募者の中から、抽選で選ばれた市
内の小学生82人が、たびら平戸口をはじめとす
る各駅から、中佐世保駅までの往復区間の列車
に乗車し、読んで字のごとく、ワイワイがやが
やと列車の旅を楽しみました。また、佐世保市
交通公園内では、ゴーカートに乗車し、交通学
習を行いました。�

MRの旅を楽しみました�
�

　８月10日から12日までの３日間、平戸市民
病院と市ふれあいセンターの両会場で、「へき
地医療を考える夏の企画」（長崎大学医学部・歯
学部附属病院へき地病院再生支援・教育機構主
催）が開催されました。この企画は昨年、長崎
大学で催され、今年は場所を平戸市に移して、
2回目の開催。２日目には遠く夕張市の夕張医
療センター理事長村上智彦氏もこの企画のため
に駆けつけ、参加者への質問を交えながらの、
有意義な講義やパネルディスカッションが行わ
れました。�

へき地から日本の医療を考える�

　７月28日、巡視艇つばき、かいどうの２隻に
よる平戸瀬戸を巡る体験航海が行われ、市内か
ら親子連れ124人が参加しました。�
　体験航海では、田平北小学校６年の佐々木海
人くんが一日海上保安署長に、平戸小学校６年
の種村祥太郎くんが一日船長に任命され、出港
式と航海中の安全指導を体験しました。体験航
海中には、平戸地区小型船安全協会の海上安全
指導員が乗った安全パトロール艇の協力を得て、
曳航展示訓練と安全指導状況を参加者全員で見
学しました。�

親子仲良く　体験航海�
�

　７月27日、長崎市で、第25回長崎県漁協青
壮年部意見発表大会が行われました。県内各地
区から代表者５人が出場し、市内からは、平戸
市漁協度島青年部の福畑敏光さんが「これから
も漁師で！！」と題して意見発表。「これからを
担う若い漁師のみなさん人との出会いは大切な
財産。今日出会った人と知り合いになり、積極
的に意見を交換し、漁に出て獲ったであろう水
揚げに負けないものを身につけて帰ってくださ
い」と力強く発表。見事最優秀賞に輝きました。�

これからも漁師で�

　７月16日、市ふれあいセンターで、ひもさし
七夕まつり（紐差まちづくり研究会主催・末吉
美智雄代表）が開催されました。紐差教会と素
盞鳴神社が隣接していることから「神様に願い
が届きやすい場所」とアピールし、まちの活性
化を図ろうと毎年開催しており今年で３回目。
会場には、願いのたくさん詰まった大小約60本
の七夕飾りと約150基の灯篭が飾られ、地元住
民のみなさんによる大正琴やコーラス、魚のつ
かみ捕りなどさまざまなイベントでにぎわいま
した。�

ひもさし七夕まつり�

　７月28日、舘浦漁港で第12回舘浦競漕船大
会が開催されました。大会には市内外から27
チーム207人が参加。特に女子レースの部では、
各チーム揃いのユニフォームを着ての熱いレー
スが繰り広げられました。出場選手の櫓を漕ぐ
技術は年々向上しており、レースのタイムも各
チーム早くなっているようです。�
�大会結果は次のとおり。�
【一般レースの部】HFF平戸　�
【地区対抗レースの部】元触地区　�
【女子レースの部】浜の子�

力強く、海を駆ける�

えい こう�

す�

さのお�
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フォトニュース�

まちのできごと�



先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
思
い
を
私
た
ち
は
大
切
に
守
っ
て
い
ま
す
。�

各
地
で
継
承
さ
れ
て
い
る
お
盆
の
伝
統
行
事
　
奉
納
・
公
開�

恒例の夏祭り�
　市内各地区で開催�

▲大島の須古踊�

　（国選択無形民俗文化財）�

　大島の須古踊は、天正２年（1574年）、現

在の佐賀県白石町にあった須古妻木城が落

城し、大島に逃れた平井一族が郷里をしの

んで踊り伝えられたといわれてるもので、

毎年お盆に公開奉納されています。�

▲平戸のジャンガラ�

　（国指定無形民俗文化財）�

　平戸のジャンガラは、市内９地区で行わ

れる念仏踊り。約450年前から受け継がれ、

笛や太鼓、かねの音色と「ホーナゴ、ホーミデ

ーテ（穂長う、穂実出て）」の声に合わせて踊り、

地域の豊作を祈ります。�

８月11日から17日までの１週間、平戸・生月・田平・大島

各地区で夏祭りなどのさまざまな催しが行われ、市民のみ

なさんや帰省客などでにぎわいました。�

　８月11日　平戸南風夜風人まつり―夏の陣―②⑥�

　８月12日　大島村夏祭り花火大会⑤�

　８月15日　舘浦夏祭り④�

　８月17日　たびら夏祭りシーサイド花火大会①③�

▲獅子の須古踊り�

　（市指定無形民俗文化財）�

　室町時代末期に伝わったといわれています。

現在、獅子小学校の同窓会で演目の一部が

披露されています。写真の「枠ふり」の演技は、

祝い唄を即興で歌うもので、他の須古踊り

に全く見られないものです。�

▲度島の盆ごうれい�

　（県指定無形民俗文化財）�

　度島の盆ごうれいは、大名行列の形態を

とっていることから、江戸時代、松浦家第

29代鎮信のころに成立したといわれており、

今日では、島民の平和と豊年、豊漁を願う

祭りとなっています。�

①�

②�

③�

④�⑤�⑥�

まちのできごと�

CLOSE UP!
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「やんちゃだけど、�
わが家のムードメーカー★�
天真爛漫に大きくなぁれ！」�

折口　拓郎さん（23歳・田平町下寺免）�
おり ぐち　　　 たくろう�

活動ＤＡＴＡ�

クラブ紹介�

■勤務先�

　平戸市社会福祉協議会田平支所�

■ニックネーム�

　タクロー�

■性格は？�

　寂しがりや�

■趣味・特技�

　仕事�

「日々勉強に精進したいと思います！」�

★お誕生日おめでとう！★�

★お誕生日おめでとう！★�

　高校卒業後、佐世保市の看護学校に進学した折口さ
んは、２年間の学業を経て准看護士の資格を取得。現
在は、平戸市社会福祉協議会田平支所に勤務し、デイ
サービスの業務を担当されています。「毎日が思い出
なんですけど、みなさんと触れ合う中で喜んでもらっ
たりするとすごく嬉しいです。仕事でもプライベート
でもみんなに好かれるような人間になりたいです」と
笑顔で話してくれました。�

「より一層若く美しく�
　　　　　いつまでも健康であるために」�

「還暦までがんばるぞ！新メンバー大歓迎。�
　　　　　　　　一緒にいい汗流してみませんか？」�
�

　プアナニひらどは、平成13年から活動を始め今月でちょ
うど７年目を迎えました。活動は、公民館活動の一環で集
まったのがきっかけで、毎年佐世保市で開催される九州地
区のフラダンスの発表会のほか、市内の文化祭など積極的
に参加しています。また、要望があれば老人ホームなどへ
の出張ダンスなども数多く行っています。中山れい子（長
崎市）先生の指導の
もと、部員一同明る
く楽しくいつも笑い
ながら練習していま
す。プアナニひらど
では、現在部員を募
集しています。女性
ならどなたでも大歓
迎！お気軽に練習に
来てみてください！�

�
�

　体協女子ソフトボール部生月アイランドは、昭和60年か
ら活動を始めて、今年で22年目を迎えました。20歳から
50歳までの幅広い年齢層のメンバーが集まっています。練
習では、監督やコーチの厳しい激が飛び交い、熱心な指導
のもと、メンバー一丸となって真剣に練習へ取り組んでい
ます。その結果、平成15年の九州レディースＳＰ大会では、
優勝を果たしました。今年も目標は、県民体育大会をはじ
め、参加する全て
の大会で優勝する
ことです。体を動
かすことが好きな
人、ソフトボール
に興味がある人、
私たちと一緒に汗
を流しませんか？
入部お待ちしてま
す。�

�

活 動 日／金曜日　午後８時～午後10時　�
活動会場／生月中学校グラウンド（夏季期間）�
　　　　　生月小学校体育館（冬季期間）�
対 象 者／どなたでもＯＫ！�
連 絡 先／代表宅　　53-2559�
部 員 数／18人�
参 加 費／月1,000円�
代　　表／監督　森田　安夫さん（生月町壱部）�

■■活動ＤＡＴＡ■■�

■■活動ＤＡＴＡ■■�

活 動 日／第１・３水曜日　�
　            午後７時30分～午後９時00分�
活動会場／北部公民館大ホール�
対 象 者／女性ならどなたでもＯＫ！�
連 絡 先／代表宅　　23-8171�
部 員 数／15人�
参 加 費／月額　3,000円�
代　　表／代表　早田千代子さん（戸石川町）�

長崎屋　遥香ちゃん�
  　　  （H16.９.２生）�

ながさき や　    はる か�

ひら の　　  らい き�

～秀一さん・容子さんの長女～�
�≪魚の棚町≫�

小山　歩楓ちゃん�
  　　  （Ｈ17.９.12生）�

�

�

お  やま　  あゆ  か�

～真樹さん・義子さんの長女～�
�≪田平町野田免≫�

�
�
�

楓太兄ちゃんと仲良く、�
そして元気いっぱいな�
女の子になってネ！�

楓太兄ちゃんと仲良く、�
そして元気いっぱいな�
女の子になってネ！�

「やんちゃだけど、�
わが家のムードメーカー★�
天真爛漫に大きくなぁれ！」�

「やんちゃだけど、�
わが家のムードメーカー★�
天真爛漫に大きくなぁれ！」�

伊藤　空希くん�
（Ｈ18.９.29生）�

い とう　   くう  ま　　　�

～知佳さんの三男～�
≪生月町里免≫ �

�

いつまでも元気で�
一緒に思い出作ろうネ！�

�

いつまでも元気で�
一緒に思い出作ろうネ！�

�

平野　礼樹くん�
  　　  （H18.８.26生）�

～毅さん・綾さんの長男～�
≪戸石川町≫�

竹田　青良くん�
  　　  （H18.８.16生）�

�

たけ だ　　   せ ら�

～直樹さん・千春さんの三男～�
≪生月町里免≫�

�
�

優しい男の子になってネ！�優しい男の子になってネ！� いたずらばかりしないでネ！�
�

いたずらばかりしないでネ！�
�

vol.23
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■おはなし会　毎週土曜日　午後２時～�
■赤ちゃんおはなし会　11日（火）午前10時30分～�
�

※市立図書館の本は、各公民館をとおして貸出や返却ができます。詳しくは、図書館・各公民館などの図書室へお尋ねください。�

平戸図書館�

■幻香／内田　康夫�
■一瞬でいい／唯川　恵�
■箕作り弥平商伝記／熊谷　達也�
■露の玉垣／乙川優三郎�
■治療島／セバスチャン・フィツェック�
■雑学のすすめ／清水　義範�
■子どもに昔話を！／石井　正己�
■世界航路へ誘う港市　長崎・平戸／川口　洋平�
■食糧争奪／柴田　明夫�
■高齢者の外出・旅行サポートガイドブック／田中　義夫�
■「あっ、忘れてた」はなぜ起こる／梅田　聡�
■まだ、タバコですか？／宮島　英紀�
■11時間　お腹の赤ちゃんは「人」ではないのですか／�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江花　優子�
■はじめての社交ダンス／村松　昌弘�
■山頭火名句鑑賞／村上　護�
�
�

［９月の休館日］�
　毎週月曜日(３日・10日・17日・24日）�
　秋分の日(23日・土）�
�

一
　
般
　
書�

■おおおかさばき／川端　誠�
■狂言えほん　くさびら／竹内　通雅�
■祇園精舎／山本　孝　　　　�
■だれでも知っているあの有名なももたろう／�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五味　太郎�
■ハヤブサ五郎の急降下／鈴木まり子　�
■コワフの消えた鼻／牧野　良幸�
■くるりんほしにねがいを／とりごえまり�
■三まいのおふだ／かないだえつこ　�
■わたしのおばあちゃん／クロード・Ｋ・デュボア　�
■えほん寄席　奇想天外の巻／桂　文我�
■やまんばあさんのむかしむかし／富安　陽子�
■月光のコパン／舟崎　克彦�
■やさしくね　やさしいことはつよいのよ／宮城まり子�
■そんな軽い命なら私にください／渡部　成俊�
■親子で総チェック！ニュースのことば×100／�
　　　　　　　　　　　　　　　　日本放送出版協会�

児
　
童
　
書�

■おはなし会（絵本・大型絵本・紙芝居など） １日・15日・22日・29日�
■映画会　８日（土）�
　・トムとジェリー�

永田記念図書館�

■ダーティ・ワーク／絲山　秋子 �
■東京ホテル戦争／猪野　晴子 �
■相棒に手を出すな／逢坂　剛 �
■孤独なき地／香納　諒一 �
■風姿恋伝／唯川　恵 �
■二度と戻らぬ／森巣　博 �
■遥かなる絆／朝永　清之 �
■告発<従軍慰安婦>／琴　秉洞 �
■クラウディア奇跡の愛／村尾　靖子 �
■巴里の空の下で／池谷　正則 �
■「いのちの授業」をもう一度／山田　泉 �
■オーブントースターで早いおつまみ＆おかず／�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主婦の友 �
■ひと目でわかる　幸せ子育てのアイデア／喜多村素子�
■チラシで作るバスケット／寺西恵里子�
■人間オーケストラ　体は楽器だ！／高橋　寛�

『30点かあさん』�
�

［９月の休館日］�
　毎週月曜日(３日・10日・17日・24日）�
　秋分の日(23日・土）�

一
　
般
　
書�

■こぶたが　ぶうぶう／杉田　徹�
■ブルくん　かなちゃん　いもむしくん／�
　　　　　　　　　　　　　　　　ふくざわ　ゆみこ�
■はだかんぼうはつれていかないよ／鍋田　敬子�
■かかしのひみつ／プリヤンカ・カルアーラッチ�
■バナナだんちょうのだいサーカス／福知　伸夫�
■へちま／吉見　律子�
■むしのあいうえお／今森　光彦�
■くだもの　なんだ／きうちかつ�
■ねたふり／小泉るみ子�
■ことわざ絵本／すずき大和�
■てのひら　どうぶつえん／ハン・テヒ�
■夢のつづき／那須田　淳�
■フェアリー・レルム⑧水の妖精／エミリー・ロッダ�
■頭げんき！超かんたん　脳トレ／篠原　菊紀�
■おばあちゃんの和の知恵②食べる・つくる／秋山　滋�
�

児
　
童
　
書�

著　者／たかぎなおこ�
出版社／メディアファクトリー�

　あなたのおかあさんはどんな人で
すか？点をあげるとすれば、何点あ
げますか？料理とおそうじが苦手な
おかあさんが繰り広げる、あったか
家族の物語。怒ると怖いけど、いつ
でも一緒にいたい存在なのです。�

　「模倣犯」事件のショックを引きずる
フリーライター・前畑滋子のもとに12
歳で死んだ少年に関する不思議な調査
依頼が舞い込んだ。少年は16年前に殺
された少女の遺体が発見される前に、
それを絵に描いていたという。�

　１年２組は食べ物の好き嫌い
ばかりで、いつも給食を残しま
す。そんなある日、ついに怒っ
た給食のおばちゃんたちは、家
出をします。でも番長は、自分
たちだけで給食をつくってみせ
ると自信満々で・・・。�

『教室はまちがう�
ところだ』�
�　絵　／長谷川知子�
出版社／子どもの未来社�

　「まちがったって…なにがおかしい
あたりまえじゃないか」「おそれち
ゃいけない」「安心してまちがえや」
という詩の言葉は、子供たちだけで
なく、大人にも必要な励ましの詩で
す。声を出して読んでみませんか？�

『楽園上・下』�
著者名／宮部みゆき�
出版社／文藝春秋�

『給食番長』　�
著者名／よしながこうたく�
出版社／長崎出版�

22-4017 28-0128

※ゆめホールの大スクリーンにて上映します。�

■平戸市保健センター（サン・ケア平戸） �

  　28－1000　�
■生月支所市民生活課福祉保健班�

  　53－2111
■田平町福祉保健センター�

  　57－0977
■大島支所市民生活課福祉保健班�

  　55－2511

　�

��������

　�　
乳
が
ん
は
、
現
在
わ
が
国
で
は
、
女

性
の
が
ん
罹
患
の
第
１
位
と
な
っ
て
お

り
、
年
間
約
３
・
５
万
人
が
発
症
し
、

約
１
万
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。�

　
平
戸
市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
40

歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性
を
対
象
に

し
た
２
年
に
１
度
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
検
査
を
全
地
区
で
実
施
す
る
よ
う
に

な
り
、
よ
り
早
期
に
が
ん
を
発
見
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。（
平
成

18
年
度
　
乳
が
ん
発
見
者
５
名
）�

　
た
だ
、
毎
年
受
診
し
て
い
た
人
か
ら

は
、
検
診
が
隔
年
に
な
っ
た
こ
と
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
人
が
い
る
よ
う
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
が
ん
検
診
に
関
す
る
検

討
会
に
よ
る
と
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

と
視
触
診
の
併
用
に
よ
る
検
診
の
適
正

な
受
診
間
隔
に
つ
い
て
は
、
国
は
早
期

乳
が
ん
比
率
と
中
間
期
乳
が
ん
発
生
率

か
ら
２
年
に
１
度
す
る
こ
と
が
適
切
で

あ
る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す�

　
ま
た
、
乳
が
ん
は
、
し
こ
り（
腫
瘤
）

の
自
覚
に
よ
っ
て
、
自
分
で
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
が
ん
で
す
。
自

己
検
診
で
異
常
を
認
め
る
と
き
は
、
検

診
の
機
会
を
待
つ
こ
と
な
く
速
や
か
に

専
門
の
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

普
段
の
生
活
の
中
で
、
定
期
的
な
自
己

検
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
は
、
が
ん
検
診
に
限
ら
ず
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
お
し
て
、
各
種
健

（
検
）診
を
受
診
し
、
自
分
の
健
康
は
自

分
で
つ
く
る
こ
と
を
、
心
が
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。�

○
自
己
検
診
の
時
期�

　
１
か
月
に
１
回
程
度
。
月
経
が
あ
る

人
は
月
経
が
終
わ
っ
て
１
週
間
後
。
閉

経
後
の
人
は
、
定
例
日
を
決
め
ま
し
ょ

う
。�

○
自
己
検
診
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト�

▼
し
こ
り
が
あ
る
か
な
い
か
。�

　
み
つ
か
る
し
こ
り
の
90
％
以
上
は
乳

　
腺
症
な
ど
良
性
の
も
の
が
多
い
。�

▼
分
泌
物�

　
乳
頭
か
ら
の
分
泌
が
血
性
だ
っ
た
ら

　
要
注
意
。�

▼
ひ
き
つ
れ�

　
皮
膚
が
乳
が
ん
に
引
っ
張
ら
れ
て
、

　
目
で
見
て
引
き
つ
れ
が
分
か
る
こ
と

　
も
あ
り
ま
す
。�

���

　
今
年
度
の
基
本
健
康
診
査
を
受
診
し

て
い
な
い
人
は
、
次
の
日
程
で
受
診
で

き
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
50
歳
以
上
の

男
性
で
、
基
本
健
診
を
受
け
る
人（
希

望
者
の
み
）を
対
象
に
、
新
た
に
前
立

腺
が
ん
検
診
も
受
診
で
き
ま
す
。�

○
実
施
期
間
　
９
月
３
日（
月
）〜
29
日

　（
土
）�

○
実
施
場
所
　
市
内
の
指
定
医
療
機
関�

���

○
対
象
者
　
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
、

　
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70�

　
歳
に
な
る
女
性�

○
実
施
期
間
　
９
月
３
日（
月
）〜
29
日

　（
土
）�

○
実
施
場
所
　
市
内
の
指
定
医
療
機
関

　�

�

　
歯
周
病
は
、
歯
を
支
え
る
周
り
の
組

織
に
お
こ
る
病
気
で
、
生
活
習
慣
病
の

一
つ
で
す
。
25
歳
〜
64
歳
の
年
齢
層
で
、

お
よ
そ
76
％
〜
81
％
の
高
い
割
合
で
、

か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

・
朝
起
き
た
と
き
口
の
中
が
粘
つ
い
た

　
り
、
口
が
臭
い
と
い
わ
れ
た
こ
と
は

　
あ
り
ま
せ
ん
か
？�

・
歯
を
磨
く
と
き
や
リ
ン
ゴ
を
食
べ
た

　
と
き
、
歯
ぐ
き
か
ら
出
血
す
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？�

・
歯
ぐ
き
が
赤
く
は
れ
た
り
痛
む
こ
と

　
が
あ
り
、
押
す
と
血
や
膿
が
出
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？�

　
こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
歯
周
疾
患
特

有
の
も
の
で
す
。
歯
周
疾
患
は
気
づ
か

な
い
う
ち
に
進
行
し
、
歯
を
失
う
原
因

に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
循
環
器
や
呼

吸
器
疾
患
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
生
涯
自
分

の
歯
で
噛
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
検
診
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。�

○
対
象
者
　
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
、

　
40
・
50
・
60
・
70
歳
に
な
る
人�

○
受
付
期
間
　
９
月
１
日（
土
）〜
29
日

　（
土
）�

○
実
施
期
間
　
９
月
１
日（
土
）〜
10
月

　
31
日（
水
）�

○
自
己
負
担
　 

５
０
０
円�

※
受
診
に
は
、
通
知
書
が
必
要
で
す
。

も
し
、
通
知
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

再
発
行
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
生
月
・
大
島
・
田
平
地
区
の

人
で
受
診
を
希
望
者
す
る
人
は
、
通
知

書
を
発
行
し
ま
す
の
で
サ
ン
・
ケ
ア
平

戸
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の�

お
知
ら
せ�

歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ�
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新着図書紹介� このほかたくさんの�
新着図書があります!!

みんなの図書館�みんなの図書館�
としょかん�サン・ケア平戸通信�サン・ケア平戸通信�

基
本
健
康
診
査（
個
別
）の�

お
知
ら
せ�

●保健師だより●�

平戸市保健センター�
保健師　鴨川　祐喜子�

『乳がん検診に　�
　　　ついて』�



■保険福祉課国保年金班（　内線2590）■佐世保社会保険事務所（　0956-34-1141）�

！�年金�年金�
おしえて�

年金�
おしえて�

▲貝輪を模した銅訓�

Vol.23

■指定年月日�

　平成18年３月３日�

■写　真　多鈕細文鏡�

■所在地　田平町里免�

■所有者　平戸市�

�

文化財ＤＡＴA

■指定年月日�

　昭和16年１月17日�

■写　真　玉類、銅釧�

■所在地　田平町里免�

■管理者　平戸市�

�

文化財ＤＡＴA

　年金記録問題の一環として「年金時効特例法」が平成19年７月６日に公布され、同日に施行され

ました。この法律は年金記録の訂正に伴って年金額が増額されたにもかかわらず、時効により全

額を受給できないということがないよう、時効が完成した部分についても年金を支給するものです。�

　年金記録の訂正による年金の増額分は、時効により消滅した分を含めて、本人または遺族のみ

なさんへ全額をお支払いします。�

　できる限り簡単に手続きしていただけるよう、対象者にはあらかじめ必要な記載事項を印字し

た用紙を９月から順次、東京の社会保険業務センターより送付しますので、社会保険業務センタ

ーへ書類を返送してください。�

　今すぐ手続きをしたい場合は、佐世保社会保険事務所に必要な書類がありますので、記入の上、

提出してください。�

　また、今後、年金記録が訂正される人は、訂正の手続き以外に特別な手続きは必要ありません。

年金記録の訂正にあわせて自動的に手続きが行われます。�

　手続き方法など詳しくは、社会保険庁ホームページ、または、ねんきんダイヤル（　0570-05-1165）

までお問い合わせください。�

「年金時効特例法」が�
　　　　　　施行されました�

里
田
原
遺
跡�

　
　
出
土
遺
物�

�����

　
玉
類
は
、
タ
ー
コ
イ
ズ
ブ
ル
ー
や
青
・

紺
色
な
ど
の
ガ
ラ
ス
玉
、
緑
や
薄
緑
色

の
碧
玉
と
呼
ば
れ
る
石
で
で
き
た
管
玉

な
ど
が
あ
り
、
大
き
さ
も
１
㎜
位
の
小

さ
な
も
の
か
ら
５
㎜
程
度
の
も
の
ま
で

大
小
さ
ま
ざ
ま
で
、
出
土
し
た
位
置
か
ら
、

両
手
の
腕
輪
と
推
定
さ
れ
る
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。�

　
鉄
剣
は
箱
式
石
棺
か
ら
、
釶
は
２
号

と
し
た
甕
棺
か
ら
、
玉
類
と
と
も
に
出

土
し
た
も
の
で
す
。
釶
は
木
を
削
る
道

具
で
す
。
と
も
に
ご
く
一
部
で
す
が
布

が
付
着
し
た
痕
跡
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
銅
釧
は
貝
製
の
腕
輪
を
模
し
て
、
青
銅

で
作
ら
れ
た
腕
輪
で
す
。
撹
乱
層
か
ら
の

出
土
で
同
じ
よ
う
な
も
の
が
唐
津
市
の
遺

跡
か
ら
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
遺
物
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
甕

棺
や
そ
の
墓
域
の
北
側
で
見
つ
か
っ
た「
磨

製
石
斧
集
積
遺
構
」か
ら
出
土
し
た
石
斧

も
合
わ
せ
て
市
の
文
化
財
に
指
定
し
て
い

ま
す
。�

��������

　
以
前
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
弥
生
時
代
の
木

製
品
が
数
多
く
出
土
し
た
遺
跡
と
い
う
こ

と
で
、
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
里

田
原
遺
跡
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
か

ら
出
土
し
た
遺
物
も
県
と
市
の
文
化
財（
有

形
文
化
財
）に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
里
田
原
の
一
番
東
の
端
に
円
墳
の
よ
う

な
こ
ん
も
り
と
し
た
森
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
森
の
東
に
は
弥
生
時
代
の
墓
地
が
営
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
萩
の
下
と
い
う
字
名
か

ら「
萩
の
下
地
区
弥
生
墓
地
」と
呼
ん
で
い

ま
す
。
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
主
に
こ
の

萩
の
下
地
区
の
弥
生
墓
地
か
ら
出
土
し
た

副
葬
品
で
す
。�

�������

　�

�

　
多
鈕
細
文
鏡
は
今
の
と
こ
ろ
全
国
で
12

例
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
鏡
の
１
つ
で

大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。
写
真
は
鏡
の
裏

側
の
部
分
で
す
が
、
普
通
中
央
に
１
個
し

か
な
い
紐
を
通
す
鈕
＝
つ
ま
み
が
３
つ
あ

る
こ
と
か
ら「
多
鈕
」、
細
か
い
文
様
が
あ

る
こ
と
か
ら「
細
文
鏡
」と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
青
銅
製
で
大
き
さ
は
径
８
・
９
㎝
。

朝
鮮
半
島
製
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、

日
本
で
作
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。�

�

�

「町家の様相」�
　江戸時代の民家には座敷はなく、２階に住

むようになったのは明治以降の西洋文化

の影響といわれています。神浦の伝建

調査でも時代ごとの変化が明らかと

なりました。江戸時代の町家の外観

は立ちが低く、１階表は摺上げ大戸

と摺上げ戸をたて、間口が広い場合

は出格子を設け、庇は持ち送りで支え、

木部を弁柄で塗り上げ洗練され耐久性の高い

町家が建ち並び道路も石畳で舗装されていた

可能性が高く、上質の都市的景観が成立して

いたと見られています。明治期になると従来

の帯戸戸棚や箱階段など内部飾りに加え客を

迎えるための座敷飾りを伴った書院座敷が出

現しています。大正期になると研き丸太の床

柱など全国に普及した近代和風建築の影響が

見られます。�

　調査では、建築の痕跡などから建築年代と

当初どのような建物であったかが判断されま

した。和釘から洋釘への移行（明治中期）、

２階の軒高（明治中期）、大黒柱の用材

の変遷と大黒柱の通し柱の有無等々全

国的指標をもって判断されました。昔

の町家は製造・加工や商売などの生業

を兼ねたものが多く、表から勝手口ま

で通り抜けの土間に台所など下手の間は

一段低く作られるなど生業活動に合った間取

りとなっている例が多く、土間には荒神様な

どが祀られています。屋根裏は材料や製品の

保管に使用されたようです。軒は中通りを挟

んだ向かい側の軒と触れ合うほど深かったも

ので、庇を支える持ち送りの意匠に大島大工

の心意気が偲ばれます。「歴史的町並みの景観

は地域の歴史と生業の集積」といわれます。そ

のことを各時代の町家が雄弁に物語っています。�

■お問い合わせ　教育委員会大島分室（　内線6140）�

へ
き
ぎ
ょ
く�

く
だ
た
ま�

や
り
が
ん
な�

か
め
か
ん�

ど
う
く
し
ろ�

た
ち
ゅ
う
さ
い
も
ん
き
ょ
う�

県
指
定
文
化
財�

多
鈕
細
文
鏡�

市
指
定
文
化
財�

玉
類
・
鉄
剣
・
釶
・
銅
釧
外�

すり あ�

で ごう し� ひさし�

べん がら�

おび と�

みが�

なりわい�

　
鉄
釶（
木
を
削
る
道
具
）�

▲まとまって出土した玉類（下の２つが腕輪）�

 

鉄
剣�

▲
�

▲
�
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�

外国語指導助手�

【会社概要】�

◇代表者　森　卓哉　◇住　所　田平町一関免�

◇電　話　21-1515　◇従業員数　33人�

　本市は、平成17年10月の合併後も人口が減少しており、特に20歳代から30歳代の人口は、500人近く減少する

など、まちの活力が低下しつつあります。平成18年７月に行った「平戸市総合計画にかかるアンケート」では、「現

状の満足度が低いもの」と「今後の必要性」として、「企業の立地や雇用の場の確保」が、どちらともトップに挙がっ

てきており、雇用の場を確保し若者の定住者を増やすことが、市民のみなさんの今一番求めていることとなって

います。�

　本市は、交通アクセスなどで、企業の立地する条件が厳しく、非常に困難な状況にありますが、現在、北部九

州地区では、自動車関連の工場の建設が相次いでおり、長崎県内でも少しずつ、その関連企業の工場建設が進ん

でいます。この機会に、西九州自動車道のインターチェンジ開設を見据え、地域の人口減少に、歯止めをかける

ための重要な施策として、一社でも多くの企業に平戸へ進出してもらうため、企業立地推進に取り組んでいきま

す。�

　今年は、本市の企業立地推進条例の適用を受け、２社が新工場建設と工場の増築を行っており、現在、Uター

ン者を含めた 従業員を募集していますので、その２社についてのご紹介をします。�

　なお、詳しい募集内容については、各社にお問い合わせください。�

企業立地に関するお問い合わせ　観光商工課商工班（　内線2275）�

　市の新しい国際交流員（ＣＩＲ）と、小・中学校の外国語指導助手（ＡＬＴ）２人が８月から着任されましたので、

紹介します。国際交流員は、「日蘭青少年交流事業（少年サッカー）」や「12xおらんだ」など国際交流事業での通訳

業務のほか、国際感覚を養うための学校訪問などを行います。外国語指導助手は、それぞれ各担当校で外国語の

指導などに携わっていただきます。　�

お問い合わせ�

　国際交流員に関するお問い合わせ　　　企画課地域振興班（　内線2335）�

　外国語指導助手に関するお問い合わせ　教育委員会庶務課（　内線2222）�

【会社概要】�

◇代表者　赤木　敬一　◇住　所　田平町深月免�

◇電　話　57-0005　　◇従業員数　100人�

レムコー・フロライク�
（オランダ出身・26歳・CIR）�

リー・フィッシャー�
（イギリス出身・26歳・担当校：大島小・大島中・平戸小）�

マシュー・サトン�
（オーストラリア出身・30歳・生月中・生月小・山田小）�

平戸のみなさん　はじめまして！�

　はじめまして、オランダから来たレムコー・フロライクです。小さい

ころから日本に興味があり、高校生と大学生のときに１年間ずつ日本に

留学した経験があります。私は、剣道やスキー、スピードスケートなど、

いろんなスポーツが好きです。日本の書道や茶道、陶芸などに興味があ

るので、平戸で体験できれば嬉しいです。これから国際交流員として平

戸市で働くことを楽しみにしています。平戸市と市民のみなさんがとて

も気に入りました。市民のみなさんよろしくお願いします。�

　こんにちは。最初に、私は外国語指導助手として生月島に配置されて、

とても光栄に思っています。仕事、そして日本で生活することに一生懸

命頑張りたいと思います。私は、オーストラリアのダーウィン市から来

ました。私は、スポーツと音楽、旅行するのが好きです。トロンボーン

を弾いているので、色々な音楽を聴くことも大好きです。日本には初め

て来たので、今からたくさんの人に出会い、そして交流しながら日本の

文化を勉強したいと思います。よろしくお願いします。�

　こんにちは！リー・フィッシャーです。リーと読んでください。私は、

イギリスのノーサンプトン市から来ました。平戸市で仕事をできて本

当に光栄です。市民のみなさんと会ったり、一緒に働けることを楽し

みにしています。私の身長は205cmあるので、とても見つかりやすい

です！私は、執筆するのが趣味です。好きなスポーツはスノーボード、

スカイダイビングとバスケットボールで、これから日本のスポーツも

体験したいと思っています。これからよろしくお願いします！�

平戸市の企業立地・雇用の場の確保の取り組み�

株式会社森システム長崎工場�

赤木コーセイ株式会社�

　赤木コーセイ株式会社は、平成４年５月に、旧田

平町の誘致を受け工場を設立しました。平成19年６

月から工場の増改築を行っており、来年10月までに

従業員44人の増員の計画を推進しています。�

　同社は、創業以来、九州地区でも数少ない、優れ

たアルミの金型鋳造成型技術により、自動車・オー

トバイの重要保安部品を主に製造しています。�

　今回の工場の増改築により、生産能力の40％増強

を目指して、事業拡大を行っています。�

【募集職種】�

①製造業務（アルミ鋳造工程など）…35人�

②生産技術（設計・開発・金型造形）…5人�

③管理業務（総務経理・生産管理・品質管理）…若干名�

外国語指導助手�

国際交流員�

　株式会社森システムは、平成元年に松浦市御厨町で創業し、

平成19年１月に新市初の誘致企業として、田平地区に長崎工

場が完成しました。�

　同社は、車、半導体、食品、医療、通信の各分野で、生産

設備および検査設備の受託開発を中心にさまざまな機械設備、

ネットワークシステムの製作といった最新の技術で、日本だ

けでなく東アジアの産業オートメーションの推進を担ってい

ます。今回の工場建設で、更なる業務拡張を行っています。�

【募集職種】�

ロボットハンド、各種コンベア、走行台車のメカ設計、電気

設計またはプログラムラダー設計者経験者…計５人�
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水
道
局
総
務
班�

　�
22
‐
３
８
３
８�

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は�

　
　
　
　
　
口
座
振
替
で�

�

問�

��

　�

�

　「
広
報
ひ
ら
ど
」８
月
号
で
、
次
の
と

お
り
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。�

○
19
ペ
ー
ジ�

「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
　
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」�

　
次
の
お
２
人
の
写
真
と
記
事
が
入
れ

間
違
っ
て
い
ま
し
た
。�

・
平
野
　
礼
樹
く
ん�

・
竹
田
　
青
良
く
ん�

※
今
月
号
の
「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
　
Ｂ
Ｉ
Ｒ

　
Ｔ
Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
修
正

　
し
て
再
掲
載
し
て
い
ま
す
。
　�

�����

○
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
65
歳
未
満（
平

　
成
19
年
9
月
1
日
現
在
）で
市
内
在

　
住
者
、
お
よ
び
市
内
法
人
。�

○
募
集
検
針
区
数
　
１
区�

○
検
針
地
区
　
田
平
地
区
東
部�

○
業
務
内
容
　
毎
月
25
日
か
ら
翌
月
の

　
５
日
ま
で
に
担
当
区
の
水
道
メ
ー
タ

　
ー
を
検
針
す
る
。�

○
業
務
開
始
予
定
日
　
９
月
25
日（
火
）�

○
申
込
締
切
日
　
９
月
14
日（
金
）�

○
委
託
手
数
料
の
支
払
い
　
検
針
件
数

　
×
単
価
を
実
績
に
よ
っ
て
３
か
月
ご

　
と
に
支
払
い
ま
す
。�

※
勤
務
条
件
や
応
募
方
法
な
ど
、
詳
細

　
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。�

��

���○
出
品
資
格
　
小
学
生
以
上
で
市
内
在�

住
者
、
ま
た
は
市
内
の
職
場
や
学

校
に
在
籍
す
る
人
は
ど
な
た
で
も

出
品
で
き
ま
す
。�

○
出
品
部
門
　
日
本
画
、
洋
画
、
デ
ザ

　
イ
ン
、
工
芸
、
写
真
、
書
、
彫
刻�

○
出
品
申
込
・
搬
入
　
10
月
３
日（
水
）

　
〜
５
日（
金
）�

○
搬
入
場
所�

▼
平
戸
地
区
　
各
公
民
館
（
北
部
、
中

　
部
、
南
部
）�

▼
生
月
地
区
　
生
月
町
博
物
館
「
島
の

　
館
」�

▼
大
島
地
区
　
大
島
村
離
島
開
発
総
合

　
セ
ン
タ
ー�

▼
田
平
地
区
　
田
平
町
民
セ
ン
タ
ー�

○
審
査
発
表
　
10
月
19
日（
金
）　�

　
出
品
者
に
対
し
て
は
、
本
人
、

ま
た
は
団
体（
学
校
）あ
て
に
連
絡
し

ま
す
。
電
話
な
ど
に
よ
る
お
問
い

合
わ
せ
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。�

○
表
彰
式
　
11
月
３
日（
土
）平
戸
文
化

　
セ
ン
タ
ー�

�����

　
入
居
申
込
み
を
さ
れ
る
人
は
、
申
込

書
に
添
付
書
類
を
添
え
て
、
都
市
計
画

課
、
ま
た
は
各
支
所
建
設
課
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。�

○
募
集
戸
数
　
19
戸�

　
平
戸
地
区
５
戸
、
生
月
地
区
10
戸
、

　
田
平
地
区
４
戸�

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。�

○
提
出
期
限
　
９
月
18
日（
火
）�

※
郵
送
で
も
受
付
け
ま
す
。（
必
着
）�

○
申
込
資
格
　
原
則
と
し
て
、
次
の
全

　
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

　
必
要
で
す
。�

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め

　
ら
れ
た
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。�

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
除
く
。�

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。�

④
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、

　
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

　
族
が
あ
る
こ
と
。�

○
添
付
書
類
　
①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴

　
収
票
ま
た
は
所
得
証
明
書
②
納
税
証

　
明
書
③
住
民
票
謄
本�

※
選
考
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�����

　
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。�

○
手
続
き
の
方
法�

①
通
帳
・
通
帳
印
・
納
付
書
な
ど（
お

　
客
様
番
号
の
分
か
る
も
の
）を
持
っ
　

て
お
近
く
の
金
融
機
関
へ
。�

②
金
融
機
関
備
え
付
け
の
口
座
振
替
申�

込
書（
緑
色
）に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
　
　
　
　
　
　
←�

　
毎
月
27
日
に
ご
指
定
の
口
座
か
ら
自

動
的
に
お
引
き
落
と
し
し
ま
す（
再
振

替
日
は
翌
月
12
日
）。�

・
毎
月
納
め
に
行
か
な
く
て
も
い
い
か

　
ら
楽
で
す
！�

・
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ら
安
心
で
す
！�

・
通
帳
に
毎
月
の
料
金
の
記
録
が
残
り

　
便
利
で
す
！�

文
化
振
興
課
文
化
振
興
班�

　�
内
線
２
６
3
２�

平
戸
市
美
術
展
覧
会�

作
品
募
集
に
つ
い
て�

申
・
問�

都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班�

　
内
線
２
2
8
3

公
営
住
宅
の�

　
　
入
居
者
募
集�

問�

企
画
課
地
域
振
興
班�

　
内
線
２
３
３
４
�

お
詫
び
と
訂
正�

問�

　市では、市民のみなさんが、生涯のいつでも、自由に学習機会を選択して学ぶことができ、学習した成果が活

かされ、適切に評価される社会、いわゆる生涯学習社会の実現を目指し、生涯学習のまちづくりを進めています。

市が推進している生涯学習は、「市民一人ひとりが歴史と伝統あるわが郷土に誇りをもち、生涯にわたって学習

を愛しながら、豊かなまちづくりに貢献する」を基本理念とし、「学んでみよう　そこには新しいあなたと　まち

キラリ」をキャッチフレーズに展開しています。�

　このたび、次のとおり生涯学習推進のロゴマークおよび生涯学習まちづくり表彰の募集を行いますので、たく

さんのご応募をお待ちしています。�

�

○応募先・お問い合わせ�

　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地３�

　平戸市生涯学習課生涯学習推進班（　内線2625）�

　E-mail shogai@city.hirado.lg.jp�

※お預かりした個人情報は、標記目的以外に使用しません。�

生涯学習推進ロゴマークおよび　　　　�
生涯学習まちづくり表彰の募集�

生涯学習推進のロゴマーク募集！�

「生涯学習まちづくり表彰」の募集！�

　市が推進している生涯学習を、市民のみなさん

により広く周知するために、親近感を感じられる

ような生涯学習推進のロゴマークを募集します。�

○募集期間　９月３日（月）～10月１日（月）�

　※当日消印有効 �

○募集作品 �

①封筒・シールなどに使用できるデザインとします。

②用紙の地色を含め４色以内とし、モノクロ〈単色〉

　で表現してもイメージが損なわれないデザイン

　とします。�

③自作の未発表作品で、他に類似するものがない

　ものに限ります。 �

○応募方法など�

①募集方法は一般公募とし、応募資格は問いません。

　また、同一人の応募は３点までとします。 �

②応募作品は、指定の応募用紙または、縦横15cm

　程度の正方形の枠を書いたＡ版白色用紙を縦長

　で使用し、用紙１枚につき１作品とします。�

③応募に当たっては、「デザインの趣旨（100字以内）」、

　郵便番号と住所、氏名(ふりがな)、年齢、性別、

　職業、電話番号を応募用紙に記載することとし

　ます。以上の事が記載されていない作品につい

　ては、無効となる場合があります。�

④応募は郵送（当日消印有効）、メールまたは持参と

　します。なお、応募作品は返却しません。 �

○選考および発表�

　応募された作品は、｢平戸市生涯学習推進ロゴマ

ーク選定委員会｣で審査し、結果は11月開催予定の

「生涯学習まちづくりフォーラム」にて発表します。受賞

者には、賞状および賞品を贈呈します。�

　生涯にわたって学習を愛しながら豊かなまちづく

りに貢献した個人・団体・地域を表彰します。�

○表彰対象�

　市内で、原則として５年以上次のいずれかの活動

を行っている実績があり、今後も引き続き活動・運

営が期待できる市内の個人、団体および地域を対象

とします。�

①生涯のいつでも、どこでも、自由に学ぶことがで

　きるまちづくりに貢献したと認められるもの�

②学習した成果が活かされ、適切に評価されるまち

　づくりに貢献したと認められるもの�

③いきいきと光り輝くまちづくりに貢献したと認め

　られるもの�

④温かみのあるまちづくりに貢献したと認められる

　もの�

○応募方法�

　所定の用紙に必要事項を記入の上、期日までに市

生涯学習課または各分室、各公民館に郵送、または

持参してください。自薦・他薦は問いません。�

○応募締切日�

　10月12日（金）※当日消印有効�

○選考および表彰�

　「平戸市生涯学習まちづくり表彰選考委員会」にお

いて審査し、被表彰者には11月開催予定の「生涯学

習まちづくりフォーラム」にて、賞状および記念品

を授与します。�

水
道
局
総
務
班�

　�
22
‐
３
８
３
８�

平
成
19
年
度�

水
道
検
針
員
を
補
充
募
集�

申
・
問�

◎市役所各課へは代表番号（　22-4111）からお回しします◎�
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平戸市からのおしらせ�



消
防
本
部
予
防
課�

 �
22-

３
１
６
７�

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の�

悪
質
訪
問
販
売
に
注
意
！�

�
問�

消
防
本
部
予
防
課�

 �
22-

３
１
６
７�

危
険
物
取
扱
者
試
験�

　
　
　
　
　
の
ご
案
内�

�
問�

市
民
課
環
境
交
通
班�

 �
内
線
２
５
２
8

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の�

　
　「
ご
み
」の
出
し
方�

�
問�

市
民
課
環
境
交
通
班�

 �
内
線
２
５
２
８�

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業�

補
助
金
の
申
請
に
つ
い
て�

�
問�

観
光
商
工
課
商
工
班�

 
内
線
２
2
7
5

就
職
活
動
に�

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？�

�
問�

総
務
課
行
政
班�

 �
内
線
２
3
1
3

「
く
ら
し
の
法
律
税
金
相
談
会
」�

　
　
　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す�

�
問�

観
光
商
工
課
商
工
班�

 �
内
線
2
２
7
5

「
消
費
生
活
通
信
講
座
」�

　
　
　
　
　
受
講
者
募
集�

�
問�

福
祉
事
務
所
総
務
班�

 �
内
線
２
5
6
2

平
戸
地
区
戦
没
者
追
悼
式�

　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内�

�
問�

企
画
課
地
域
振
興
班�

 �
内
線
２
3
3
5

「
就
業
構
造
基
本
調
査
」�

　
　
実
施
の
お
知
ら
せ�

�
問�

�����

　
10
月
１
日
現
在
で
、
就
業
構
造
基
本

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
こ
の
調
査
は
、
国
民
の
普
段
の
就
業
・

不
就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
全
国

お
よ
び
地
域
別
の
就
業
構
造
に
関
す
る

基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
昭
和
31
年
以
来
、
15
回
目
の
調

査
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
調
査
対
象
は
、
一
定
の
方
法
で
県
内

全
市
町
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、
約
９
千

５
百
世
帯
で
す
。�

　
９
月
下
旬
に
調
査
員
が
調
査
世
帯
を

訪
問
し
、
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

※
調
査
員
は
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
、

　
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。�

�����

　
現
在
、
平
成
19
年
度
平
戸
市
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。�

　
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
に
浄
化
槽

を
設
置
予
定
で
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な

い
人
は
、
10
月
末
ま
で
に
市
民
課
環
境

交
通
班
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

　
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
予
算

の
範
囲
内
で
対
応
し
ま
す
。�

○
補
助
対
象
者�

　
　
市
内
に
浄
化
槽（
50
人
槽
ま
で
）を

　
設
置
す
る
人�

�����
　
ご
み
を
出
す
時
は
ル
ー
ル
を
守
り
、

分
別
表
で
確
認
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。�

①
必
ず
指
定
袋
に
入
れ
て
、
決
め
ら
れ�

た
日
の
決
め
ら
れ
た
時
間
、
決
め
ら

れ
た
場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。�

②
一
度
に
大
量
の
ご
み
を
出
す
場
合
は
、

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
持
ち
込
み�

ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
も
え
る
ご
み
・

飲
料
用
の
か
ん
・
び
ん
類
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
危
険
物
・
そ
の
他
の
不
燃

ご
み
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。�

③
食
品
ト
レ
ー
は
、
店
頭
で
の
回
収
運

　
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。�

④
新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
着
・

　
リ
タ
ー
ナ
ル
び
ん
な
ど
は
集
団
回
収

　
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。�

⑤
も
え
る
ご
み
に
は
、
金
属
類
を
混
入

　
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。�

⑥
飲
料
用
の
か
ん
・
び
ん
類
は
蓋
を
、�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
蓋
と
ラ
ベ
ル
を

は
ず
し
中
を
す
す
い
で
か
ら
、
つ
ぶ

さ
ず
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
タ
バ
コ
の

吸
い
殻
な
ど
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。�

⑦
さ
び
た
飲
料
用
の
か
ん
は
、
そ
の
他

　
の
不
燃
ご
み
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。�

⑧
生
ご
み
は
、
水
切
り
を
十
分
し
ま
し�

ょ
う
。
腐
敗
し
た
も
の
は
、
も
え
る

ご
み
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。�

⑨
収
集
車
内
で
収
集
し
た
ご
み
が
燃
え�

出
し
ま
し
た
。
原
因
は
卓
上
ガ
ス
ボ

ン
ベ
で
す
。
必
ず
穴
を
開
け
て
危
険

物
で
出
し
ま
し
ょ
う
。�

�����

　
平
成
18
年
６
月
１
日
以
降
に
新
築
さ

れ
た
住
宅
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
５
月
31
日
現
在
、
す
で
に
建

築
さ
れ
て
い
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平

成
21
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義

務
化
に
伴
い
、
消
防
職
員
に
な
り
す
ま

し
た
業
者
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
や

消
火
器
な
ど
を
、
不
適
正
な
価
格
で
購

入
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
事
案
が
発
生
し

て
い
ま
す
。�

　
平
戸
市
で
も
消
火
器
販
売
で
こ
の
よ

う
な
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
消
防
職
員
は
販
売

行
為
を
一
切
行
い
ま
せ
ん
。�

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
は
市
内

の
電
気
店
、
量
販
店
な
ど
で
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
購
入
の
際
は
、
Ｎ

Ｓ
マ
ー
ク
が
あ
る
も
の
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
。�

�����

　
平
成
19
年
度
第
２
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
が
11
月
に
実
施
さ
れ
ま
す
。�

○
試
験
種
類
　
甲
種
、
乙
種
（
第
１
類

　
〜
第
６
類
）、
丙
種�

○
と
　
き
　
11
月
23
日（
金
）�

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜�

○
と
こ
ろ
　
長
崎
県
立
大
学
　
ほ
か�

○
受
付
期
間
　
９
月
21
日（
金
）〜
10
月

　
４
日（
木
）�

※
郵
送
の
場
合
は
、
10
月
４
日
消
印
ま

　
で
有
効�

�

�����

　
県
の「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
佐
世
保
」と「
再

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
佐
世
保
」で
は
、
職

を
求
め
て
い
る
県
民
の
み
な
さ
ん
に
、

専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
個
別
相
談
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
就
業
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。�

������������������

▼「
離
職
者
相
談
窓
口
」を�

　
ご
利
用
く
だ
さ
い�

　
北
松
地
域
の
離
職
者
の
み
な
さ
ん
の

た
め
に「
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
佐
世
保
」

の
専
門
相
談
員
が
出
張
し
て
個
別
相
談

な
ど
の
支
援
を
行
う「
離
職
者
相
談
窓

口
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 �

○
対
象
地
区
　
平
戸
地
区�

○
相
談
日
　
第
１
・
第
３
火
曜
日�

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時�

○
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
相
談
室 �

※「
離
職
者
相
談
窓
口
」は
予
約
制
で
す
。

　
ま
ず
は
、
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
佐

　
世
保
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。�

�����

○
と
　
き
　
９
月
21
日（
金
）�

　「
法
律
税
金
相
談
会
」�

　
午
後
１
時
〜
午
後
６
時
　�

　「
法
律
教
室
」�

　
午
後
３
時
〜
午
後
４
時�

○
と
こ
ろ
　
平
戸
市
役
所
３
階
会
議
室�

　
　
　
　
　
生
月
支
所
２
階
会
議
室�

※
右
記
の
２
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
内
　
容�

・
法
律
、
税
務
、
相
続
相
談
会�

・
相
続
に
関
す
る
法
律
教
室�

※
相
談
は
、
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の

　
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

○
主
　
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
司
法
過
疎
サ
ポ
ー

　
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク�

○
後
　
援
　
長
崎
県
司
法
書
士
会�

�����

　
過
去
の
戦
争
に
お
い
て
犠
牲
と
な
ら

れ
た
戦
没
者
の
ご
遺
徳
を
し
の
び
、
追

悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、
今
年
も

次
の
と
お
り
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し

ま
す
。
ご
遺
族
や
市
民
の
み
な
さ
ん
の

参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。�

○
と
　
き
　
10
月
５
日（
金
）�

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜�

○
と
こ
ろ
　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー�

�����

　
平
成
19
年
度
消
費
生
活
通
信
講
座（
な

が
さ
き
県
民
大
学
連
携
講
座
）の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
県
内
在
住
の
方

は
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
学
習

期
間
は
、
平
成
19
年
11
月
〜
平
成
20
年

１
月（
３
か
月
間
）で
す
。
講
座
の
内
容

は
、
左
記
の
内
容
を
１
冊
の
テ
キ
ス
ト

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。�

○
講
座
名�

①
最
近
の
苦
情
相
談
事
例�

②
最
近
の
商
品
テ
ス
ト
情
報�

③
く
ら
し
の
法
律「
金
融
商
品
販
売
法
」�

④
サ
プ
リ
メ
ン
ト（
栄
養
補
助
食
品
）の

　
上
手
な
付
き
合
い
方�

⑤
自
己
責
任
時
代
の
金
融
商
品
の
選
び
方�

○
申
込
締
切
日
　
９
月
30
日（
日
）�

○
申
込
方
法
　
氏
名（
団
体
の
場
合
は�

代
表
者
名
を
明
記
）
、
年
齢
、
性
別
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
職
業
ま
た
は
所

属
団
体
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

テ
キ
ス
ト
送
料
と
し
て
切
手
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。（
テ
キ
ス
ト
送
料

分
の
切
手
は
、
１
人
で
の
お
申
込
で

２
１
０
円
分
で
す
。
）受
講
者
に
は

10
月
末
ご
ろ
に
テ
キ
ス
ト
を
お
送
り

し
ま
す
。�

※
ま
た
、
受
講
終
了
後
レ
ポ
ー
ト
提
出

　
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
修
了
証
を
お

　
送
り
し
ま
す
。�

○
申
込
先�

　
長
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー�

　
〒
８
５
０
‐
０
０
５
７�

　
長
崎
市
大
黒
町
３
‐
１�

　
交
通
産
業
ビ
ル
４
階�

区　分�

場　所�

開館時間�

電話番号�

対象者�

�
主な�

支援内容�

フレッシュワーク佐世保� 再就職支援センター佐世保�

佐世保市三浦町１－25　明治安田生命ビル２階��
（アルカスＳＡＳＥＢＯ前）�

火～金  午前10時～午後７時�
月・土  午前10時～午後６時�

月～金　10時～19時�

0956－24－7431 0956－24－1090

概ね35歳未満の若年者� 概ね35歳以上の人�

①マンツーマンで相談に応じる『個別カウンセリング』の実施。
②各種就職支援セミナーの開催。��
③求人情報の閲覧、インターネット検索、求人誌などにより
　自由に情報を収集できます。��
④どんな仕事に向いてるかの適職診断ができます。�

◎市役所各課へは代表番号（　22-4111）からお回しします◎�◎市役所各課へは代表番号（　22-4111）からお回しします◎�
 広報 ひらど　平成19年９月号�
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出

生

赤
ち
ゃ
ん�

保
護
者�

行
　
政
　
区�

元
気
な

よ
い
子
に

■７月の交通事故� ■７月末までの�
　火災救急件数�件　数�

死　者�

負傷者�
（重傷）５名 （軽傷）10名�

（　）内は昨年同期�

火災�

救急�

27件（　14件）�

690件（725件）�

死

亡

�

氏
　
　
名�

年
齢�

死
亡
日�

行
　
政
　
区�

ご
冥
福
を�

お
祈
り
し
ま
す�

篤志および香典返しで、次の方々から�
ご寄付がありました（敬称略）。�善意のともしび�

ひらどふれあい福祉基金へ�
○大野町　岡村　文雄　（亡叔父　喬左）�
�

問�

ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ
フ
ェ
風
の
高
原�

　
　
　
　
　
作
品
展
の
お
知
ら
せ�

白
岳
公
園
セ
ン
タ
ー�

 
０
９
５
６
‐
66
‐
９
３
３
４
�

問�

特
定
計
量
器�

定
期
検
査
の
お
知
ら
せ�

長
崎
県
計
量
検
定
所�

 
０
９
５
‐
8
4
4
‐
９
8
9
2

９
月
11
日
は�

「
警
察
相
談
の
日
」で
す�

問�

�

�

平
戸
警
察
署�

 �
22
‐
3
1
1
0

「
子
ど
も
の
人
権
相
談
所
」・�

「
女
性
の
心
配
ご
と
相
談
所
」�

　
　
　
　
開
設
の
お
知
ら
せ�

問�

�

�

法
務
局
平
戸
支
局�

 �
22
‐
２
２
６
３
�

平
戸
郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ�

問�

�

�

平
戸
郵
便
局�

 �
22
‐
2
2
4
5

��【
平
戸
地
区
】�

川
上
　
玲
奈 

彰 

根
獅
子
第
４�

岡
山
　
咲
夢 

満 

田
助
浦�

前
田
　
莉
世 

圭
祐 

上
大
垣�

古
川
　
珠
捺 

哲
治 

度
島
三
免�

藤
田
　
裕
成 

芳
彦 

清
水
川�

國
竹
　
心
夏 

正
弘 

船
木�

井
上
優
次
郎 

聰 

上
大
垣�

鴨
川
　
拓
虎 

司 

高
麗
町�

福
田
　
一
将 

竜
也 

志
々
伎
浦�

里
村
　
海
翔 

政
利 

清
水
川�

土
田
　
裕
喜 

裕
嗣 

大
石
脇�

田
中
　
幸
明 

幸
太
朗 

船
越�

【
生
月
地
区
】�

谷
本
　
工
武 

智
秀 

壱
部�

米
倉
　
快
翔 

義
人 

山
田�

【
田
平
地
区
】�

宮
　
　
心
愛 

智
久 

平
戸
口�

赤
木
　
七
菜 

寛 

万
場�

中
村
　
夏
菜 

高
志 

永
田�

溝
口
　
優
奈 

雄
二 

日
の
浦�

���【
平
戸
地
区
】�

大
石
喜
代
治 

56
歳 

7
/
16 

山
中�

山
野
　
シ
マ 

91
歳 

7
/
17 

山
野
・
白
石�

松
本
蜜
太
郎 

86
歳 

7
/
17� 

赤
坂�

石
田
　
キ
ナ 

95
歳 

7
/
18
 宝
亀
第
１�

小
嶋
　
七
雄 

83
歳 

7
/
19 

獅
子
第
３�

氏
田
　
廣
俊 

66
歳 

7
/
22� 

猪
渡
谷�

吉
本
　
　
盛 

77
歳 

7
/
23 

田
の
浦�

近
藤
シ
マ
子 

67
歳 

7
/
23 
紐
差
第
４�

井
元
　
マ
セ 

95
歳 

7
/
26 

度
島
中
部�

小
田
ト
シ
子 

82
歳 

7
/
27 

神
上�

正
木
　
　
雄 

85
歳 

7
/
30 

杉
山�

竹
山
　
モ
ト 

98
歳 

7
/
31 

志
々
伎
岡�

神
田
　
二
作 

94
歳 

8
/
2 

上
中
津
良�

亀
石
　
豊
作 

72
歳 

8
/
2 

山
野
・
白
石�

神
田
　
光
　 

61
歳 

8
/
3 

上
大
垣�

西
　
　
ハ
マ 

91
歳 

8
/
5 

大
志
々
伎�

出
口
　
ヒ
メ 

84
歳 

8
/
9 

根
獅
子
第
２�

長
嶺
　
春
子 

71
歳 

8
/
10� 

上
大
垣�

畑
原
ミ
サ
ノ 

83
歳 

8
/
10� 

田
の
浦�

杉
村
　
ヲ
カ 

92
歳 

8
/
10 

堤�

出
口
　
ス
マ 

89
歳 

8
/
11
 前
津
吉
浜�

吉
村
　
　
子 

67
歳 

8
/
11 

堤�

綾
香
　
忠
一 

72
歳 

8
/
12 

古
江�

【
生
月
地
区
】�

大
浦
ア
ヤ
子 

71
歳 

7
/
16 

浦
北 

     �

田
中
長
平
治 

81
歳 

7
/
20 

舘
浦
屋
敷�

出
口
　
チ
ヨ 

90
歳 

8
/
5 

元
触�

尾
　
　
豊
吉 

92
歳 

8
/
15 

浦
北�

【
田
平
地
区
】�

　
橋
　
絹
子 

94
歳 

7
/
20 

日
の
浦�

立
石
　
シ
モ 

89
歳 

7
/
21 

永
久
保�

川
　
健
太
郎 

93
歳 

7
/
22 

生
向�

山
田
　
秀
夫 

81
歳 

7
/
24 

深
月�

吉
浦
　
秀
幸 

61
歳 

8
/
4 

大
久
保�

石
田
ウ
メ
ノ 

93
歳 

8
/
7 

小
崎�

大
石
み
ゆ
き 

43
歳 

8
/
7 

西
荻
田�

村
田
　
淑
子 

80
歳 

8
/
10 

上
里�

【
大
島
地
区
】�

久
保
田
弘
子 

74
歳 

7
/
25 

前
平
川
畑�

大
浦
シ
ズ
コ 

78
歳 

8
/
1 

前
平
川
畑
�

　
　
　（
7
/
16
〜
8
/
15
受
付
分
）�

�����

　
警
察
で
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
や
夫
婦
間
の

暴
力
、
児
童
虐
待
、
少
年
非
行
、
悪
質
商

法
な
ど
、
事
件
・
事
故
に
至
っ
て
い
な
い

場
合
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。�

○
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45

　
分（
月
〜
金
曜
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）�

○
電
話
相
談（
警
察
安
全
相
談
室
）　�

▼
長
崎
県
警
察
本
部�

　「
警
察
安
全
総
合
相
談
室
」�

　
 
＃
９
１
１
０�

※
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
利
用
で
き�

ま
す
。
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
の
場
合
は�

 
０
９
５
‐
８
２
３
‐
９
１
１
０
へ
お

か
け
く
だ
さ
い
。�

▼
平
戸
警
察
署「
警
察
安
全
相
談
室
」�

　
 �
22
‐
３
１
１
０�

○
出
張
相
談
所
開
設�

▼
と
　
き
　
９
月
11
日（
火
）午
後
１
時
〜

　
午
後
５
時�

▼
と
こ
ろ
　
舘
浦
駐
在
所�

○
そ
の
他
の
相
談
電
話�

▼
女
性
被
害
１
１
０
番�

　
 
０
１
２
０
‐
７
８
３
‐
８
１
４�

▼
暴
力
団（
暴
力
追
放
テ
レ
ホ
ン
）�

　
 
０
９
５
‐
８
２
２
‐
０
０
０
７�

▼
少
年
の
悩
み（
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
）�

　
 
０
１
２
０
‐
７
８
６
‐
７
１
４�

▼
悪
質
商
法
１
１
０
番�

　
 
０
９
５
‐
８
２
２
‐
５
１
１
０�

������

　
い
じ
め
、
体
罰
の
問
題
、
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
、
そ
の
他
子
ど
も

や
女
性
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
た
め
、

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
，

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。�

○
と
　
き
　
９
月
22
日（
土
）�

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時�

○
と
こ
ろ
　
市
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー�

※
相
談
は
、
そ
れ
ぞ
れ
子
ど
も
の
人
権
専

　
門
員
、
女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が
担
当

　
し
ま
す
。�

����

　
こ
れ
ま
で
平
戸
郵
便
局
を
ご
利
用
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年

10
月
１
日
か
ら
、
平
戸
郵
便
局
は
民
営
化

に
よ
り
、
次
の
２
つ
の
会
社
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
引
き
続
き
郵
便
・
貯
金
・

保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
、
一
層
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
愛
顧
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

『
郵
便
局
株
式
会
社
　
平
戸
郵
便
局
』�

▼
業
務
内
容
　
郵
便（
窓
口
で
の
サ
ー
ビ

　
ス
）・
貯
金
・
保
険�

　
 �
22
‐
２
４
２
０�

『
郵
便
事
業
株
式
会
社
　
平
戸
支
店
』�

▼
業
務
内
容
　
郵
便
に
関
す
る
こ
と
　�

　
 �
22
‐
２
０
４
２�

▼
業
務
内
容
　
集
荷
・
再
配
達
に
関
す
る

　
こ
と�

　
 �
26
‐
０
４
０
０�

�����

　「
は
か
り
」を
取
引
や
証
明
に
使
用
し
て

い
る
人
は
、
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
計
量
法
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
２
年
に
１
回
の
検
査
の

年
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る

「
は
か
り
」を
お
持
ち
の
人
は
必
ず
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。�

※
家
庭
で
使
用
さ
れ
る「
は
か
り
」、
民
間

　
計
量
士
の
検
査
を
受
け
た「
は
か
り
」は

　
受
検
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。�

○
持
参
す
る
も
の
　
①
通
知
ハ
ガ
キ
②
は

　
か
り
③
手
数
料�

※
平
成
17
年
以
降（
生
月
・
田
平
・
大
島�

地
区
で
は
平
成
16
年
以
降
）に
新
た
に

「
は
か
り
」を
購
入
し
た
人
、
取
引
や
証

明
に「
は
か
り
」を
使
用
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
人
も
あ
わ
せ
て
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。�

�������

か
わ
か
み
　
　
れ
い

な
　
　
あ
き
ら
�

お
か
や
ま
　

　

み
　
ゆ
　
　
み
つ
る
�

ま
え
　
だ

　

　

り
　
せ
　
　
け
い
す
け
�

ふ
る
か
わ
　
　
じ
ゅ

な
　
　
て
つ
は
る
�

ふ
じ

た
　
　
ゆ
う
せ
い
　
　
よ
し
ひ
こ
�

く
に
た
け
　
　
こ
こ

な
　
　
ま
さ
ひ
ろ
�

い
の
う
え

ゆ
う

じ

ろ
う
　
　
さ
と
し
�

か
も
が
わ
　
　
た
く

と
　
　
つ
か
さ
�

ふ
く

だ
　
　
か
ず
ま
さ
　
　
た
つ

や
�

さ
と
む
ら
　
　
か
い

と
　
　
ま
さ
と
し
�

つ
ち

だ
　
　
ゆ
う

き
　
　
ひ
ろ

し
�

　た

な
か
　
　
こ
う
め
い
　
　
こ
う

た

ろ
う
�

�た
に
も
と
　
　
た
く
　
む
　
　
と
も
ひ
で
�

よ
ね
く
ら
　
　
か
い

と
　
　
よ
し

と
�

�み
や
ざ
き
　
　
こ
こ

あ
　
　
と
も
ひ
さ
�

あ
か

ぎ

　

　

な
　
な
　
　
ひ
ろ
し
�

な
か
む
ら
　
　
　
な
　
な
　
　
た
か

し
�

み
ぞ
ぐ
ち
　
　
ゆ
　
な
　
　
ゆ
う
じ
�

����お
お
い
し

き

よ

じ

�

や
ま
　
の
�

ま
つ
も
と
み
つ

た

ろ
う
�

い
し

だ
�

　こ

じ
ま
　
　
ひ
ち

お
�

う
じ

た
　
　
　
ひ
ろ
と
し
�

よ
し
も
と
　
　
　
　
さ
か
る
�

���

こ
ん
ど
う
�

い
の
も
と
�

　お
　
だ
�

ま
さ

き
　
　
　
ひ
で

お
�

た
け
や
ま
�

こ
う

だ
　
　
　
に

さ
く
�

か
め
い
し
　
　
と
よ
さ
く
�

こ
う

だ
　
　
み
つ
よ
し
�

に
し
�

い
で
ぐ
ち
�

な
が
み
ね
　
　
は
る
こ
�

は
た
ば
ら
�

す
ぎ
む
ら
�

　で
ぐ
ち
�

よ
し
む
ら
　
　
よ
し
こ
�

あ
や

か
　
　
た
だ
か
ず
�

�お
お
う
ら
�

　た

な
か
ち
ょ
う
へ
い
じ
�

　で

ぐ
ち
�

　お
さ
き
　
　
と
よ
き
ち
�

�た
か
は
し
　
　
き
ぬ

こ
�

た
て
い
し
�

か
わ
し
り
け
ん

た

ろ
う
�

や
ま

だ
　
　
ひ
で

お
�

よ
し
う
ら
　
　
ひ
で
ゆ
き
�

い
し

だ
�

お
お
い
し
�

む
ら

た
　
　
し
ゅ
く
こ
�

�　く
　
ぼ
　
た
　
ひ
ろ
こ
�

お
お
う
ら
�

�

12件�

０名�

15名�

�����

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ
フ
ェ
風
の
高
原（
白

岳
公
園
セ
ン
タ
ー
内
）に
お
い
て
、
県
北
地

区
の
画
家
や
陶
芸
家
な
ど
に
よ
る
各
種
作

品
展
を
次
の
と
お
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。�

○
と
　
き
　
９
月
30
日（
日
）ま
で�

○
と
こ
ろ
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ
フ
ェ
風
の

　
高
原（
白
岳
公
園
セ
ン
タ
ー
内
・
江
迎

　
町
）�

○
展
示
内
容
　
絵
画
、
陶
芸
、
ト
ー
ル
ペ

　
イ
ン
ト
な
ど�

※
こ
の
ほ
か
、
と
ん
ぼ
玉
教
室
、
エ
ア
ロ�

ビ
ク
ス
、
ヨ
ガ
レ
ッ
ス
ン
の
生
徒
も

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�����○
と
　
き
　
10
月
14
日（
日
）�

　
　
　
　
　
午
後
２
時
開
演�

○
と
こ
ろ
　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー

　
　
　
　
　
ル�

○
入
場
料
　
無
料�

平
成
19
年
度
自
衛
隊�

生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ�

問�

�

�

長
崎
地
方
協
力
本
部
佐
世
保
出
張
所�

 �
0
9
5
6
‐
23
‐
1
2
3
1

平
戸
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
合
唱
団�

30
周
年
記
念
発
表
会�

同
合
唱
団
会
長
　
小
楠�

 
22
‐
3
5
3
1

問�
�

区域別�

度島地区�

南部地区�

中部地区�

生月地区�

田平地区�

大島地区�

北部地区�

　　　　場　　所�

平戸市漁協度島支所�

市多目的研修センター�

市ふれあいセンター�

生月町開発総合センター�

�

田平町民センター�

�
大島村離島開発総合センター�

的山活性化センター�

市離島開発総合センター�

日　程�

9月18日（火）�

9月19日（水）�

9月19日（水）�

9月20日（木）�

�

9月21日（金）�

�
9月26日（水）�

9月26日（水）�

9月27日（木）�

　　　　時　　　間�

午後３時10分～午後３時40分�

午前10時～正午�

午後１時30分～午後４時�

午前10時～正午�

午後１時～午後３時�

午前９時30分～正午�

午後１時～午後２時�

午前９時30分～午前11時30分�

午後12時30分～午後１時30分�

午前10時～正午�

午後１時30分～午後４時�

募集中種目� 資　　　格� 受付締切日� 試 験 期 日 �

　　　航空学生�

�

　　一般曹候補生�

�

２等陸・海・空士�
男子�

女子�

高卒（見込み含む）から�
21歳未満の人�

18歳以上27歳未満の人�

18歳以上27歳未満の人�

　　１次試験�
　　　９月22日（土）�

　　１次試験�
　　　９月17日（月）�

受付時にお知らせします。�

　　９月24日（月）�
　　　・25日（火）�

　９月７日（金）�

�

　９月７日（金）�

年間を通じて�
受け付けています。�

　９月７日（金）�
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